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大阪府の北東部に位置する大東市は、東部に飯盛山を含む生駒山系が南北に連なり、西部

では古 くに河内湾、河内湖、また江戸時代中頃までは深野池という大きな池が存在 し、山や海・

池などに縁取られた多様な地形環境のなかで古来より豊かな自然を有 してきました。

そのような環境のなかでわたしたちの先人達は個性豊かな歴史、文化を育み、その足跡とし

て遺跡や神社仏閣、様々な美術工芸品など、いわゆる文化財が数多 く残され今 日に至ってい

ます。

この度、報告することになりました鍋田川遺跡は昭和 33年に鍋田川の砂防堰堤工事の際

に発見されて以来、その特異な出土遺物からたいへん注 目されてきたなかでの第 2回 目の本

格的な発掘調査であ りまして、その内容としましては縄文～近世にいたる成果はもちろんの

こと、特に古墳時代における成果はたいへん貴重なものとなり、従来から言われてきました

遺跡の特異性をあらためて再確認することとなりました。

今後、これらの成果を市民共有の財産として活用 していくと共に、本報告書が本市の歴史

や文化を知る基礎資料 として活用され、歴史や文化財に対する理解を深めるための契機 とな

れば幸いに存 じます。

最後になりましたが、発掘調査および整理作業の費用負担をはじめ多大なご協力を賜 りま

した関西電力株式会社をはじめ、お世話になりました関係機関・各位に姑 しまして厚 くお礼

申し上げます。

また教育委員会では、今後とも先人より受け継いできた貴重な文化財を大切に保存・活用

し、そのすべてを未来を担う次世代に託 したく努力する所存でありますので、市民の皆様方

におかれましては今後とも本市の文化財保護行政にご理解、ご協力賜 りますよう心よりお願

い申し上げます。

平成 20年 3月

大東市教育委員会

教育長 中 口 馨
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1.本書は、大阪府大東市中垣内 3丁 目における鍋田川遺跡発掘調査 (N B T 92-1)の報告書である。

2,調査は架空送電線鉄塔 [東大阪新生駒線・鉄塔 No.22]建替えに伴うもので、関西電力株式会社

大阪北支店より依頼を受け、大東市教育委員会が実施した。

3.発掘調査および整理作業は大東市立歴史民俗資料館、中進健― (現、生涯学習課所属)が担当した。

4.本調査に係る費用については関西電力株式大阪北支店がこれを負担した。記して感謝の意を表す

る。

5,調査面積は676だ。調査期間は平成 4年 11月 18日 ～平成 5年 3月 3日 である。

6。 現地調査、整理作業にあたっては下記の諸氏の協力を得た。 (敬称略、五十音順)

[現地調査]

大谷聡、甲斐範浩、谷崎光子、萩野登、樋口里美、村尾奈津子、森石千枝子、吉野正泰

[整理作業]

大谷聡、甲斐範浩、川崎昌美、谷崎光子、萩野登、樋口里美、宮田八重子、村尾奈津子、森石千枝子、

吉野正泰

猛 本調査における基準点、水準点の設置は、ワールド航測コンサルタント株式会社 (現、株式会社ワー

ルド)に委託した。

8.本調査で使用した座標は国土座標第Ⅵ系であり、方位は座標北を使用している。また、標高は T,P.

(東京湾平均海面値)である。尚、国土座標の数値については日本測地系での表示である。

9.報告書作成に係る一部図面作成、遺物観察表、遺物写真撮影については、大東市教育委員会の指

導のもと、財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

また、一部出土木製品の保存処理についても、財団法人元興寺文化財研究所に委託した。

10.本書の執筆、編集は中進が行った。

11.本調査に関わる出土遺物、実測図、写真、カラースライド等の各資料は大東市立歴史民俗資料館

において保管している。広く利用されることを希望する。

口
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第 1章 調査に至る経緯

鍋田川遺跡は昭和 33年 9月 の砂防堰堤工事の際に発見された遺跡で、その時期に採集された古墳

時代を中心とした土器のほかに滑石製有孔円盤、鹿角製品、 卜骨などが見受けられたことから当初は

古墳時代の祭祀遺跡と認識されてきた。以後、平成元年での初めての本格的な調査の実施、さらに平

成 3年、平成 5年に実施された大阪府教育委員会の発掘調査の成果などから、現在では縄文時代から

近世に至る複合遺跡との性格が与えられている。

今回の調査は関西電力株式会社大阪北支店により架空送電線鉄塔の増強工事の事業計画がなされた

ことによる。この事業計画は生活水準の向上、都市機能の高度化および産業の発展などにより電力需

要が年々増加の傾向を示 し、将来において電力供給不足の状態が懸念されることから大阪府東部地域

などに電力供給 している東大阪変電所の電力容量を増やすこととなり、そのため奈良県生駒市北田原

に所在する新生駒変電所から東大阪変電所に至る一部送電線 (東大阪新生駒線)の鉄塔を大型化する

ため既存の鉄塔を建替えるという内容であった。

今回の発掘調査はその事業における東

大阪新生駒線 No.22号 と呼称される鉄塔を

対象とした調査で、

事務手続 きを経て本市教育委員会が範囲

確認調査を実施 したところ、遺物を多量に

含む包含層を確認 し遺跡の広が りが確認

された。その後、遺跡の保存に関して協議

を行ったが、事業内容の公共的性格などに

より計画変更は困難であるとのことから

発掘調査を実施することで合意 した。

結果、関西電力株式会社大阪北支店より

本市教育委員会に発掘調査の依頼がなさ

れたことにより、本市教育委員会が発掘調

査を実施することとなった。
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第1図 調査地位置図



第 2章 遺跡の位置と環境

中垣内遺跡は大阪府大東市中垣内一帯にかけて所

在 し、南北約 850m、 東西約 lkmの範囲を持つ遺

跡である。これまで十数次にわたって調査が実施さ

れてお り、縄文時代から近世にかけての複合遺跡で

あることが明らかにされている。特に弥生時代の集

落遺跡として有名である。

地理的には、鋼田川によって形成された扇状地か

らその西方に広がる沖積地にかけて立地 している。

以下、大東市域の遺跡を中心に歴史的推移を概観

する。

(旧石器時代〉

中垣内遺跡からナイフ形石器が出上している。し

かし、昭和 34年 の東大阪変電所建設時における出

上のため、その詳細は明らかでないが、この時代の

遺物としては現在のところ市内唯―のものである。
第2図 大東市位置図

(縄文時代〉

集落を示すような具体的な遺構は検出されていないため、様相については明らかではない。唯一、

中垣内遺跡で中期後半の上坑状の遺構と推測されるものが確認されているのみである。遺物では、北

条遺跡、宮谷古墳群で草創期の有舌尖頭器などが出土・採集している他、自然河川、自然流路、包含

層等からの出土ではあるが主に宮谷川、鋼田川周辺の遺跡から中～晩期を中心とした土器の出上が確

認されている。

そして、磨耗を受けず比較的残りの良好な土器の出土も多いことから丘陵、扇状地などに集落跡の

存在した可能性は十分高いものと考えられる。

(弥生時代〉

この時代から市域においても遺構を伴う遺跡が多数確認されるようになる。前～中期の集落跡が確

認された中垣内遺跡、北条西遺跡、後期の竪穴住居を検出した北条遺跡などがある。また、中垣内遺

跡の東に位置する鍋田川遺跡では後期のまとまった遺物が出上しており、当時の集落の動向を考える

うえでも重要な遺跡であることが明らかになりつつある。

(古墳時代〉

当時、河内湖東岸に位置していた市域においても多数の集落が営まれるようになり、前期では鍋田

川遺跡、中～後期にかけては北新町遺跡、メノコ遺跡などがある。特に特徴的な様相としては初期須

恵器、韓式系土器、鳥足文を施した陶質土器の出土など渡来系的な影響の強い遺物が目立ち、先に述

べた河内湖東岸という地理的状況からも領けるものである。

古墳に関しても多くの古墳、古墳群が周知されているが、残念ながら詳細の解らないものが多い。

その中において城ヶ谷遺跡、北条遺跡、宮谷古墳群、堂山古墳群で古墳の調査が行われている。特に
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堂山古墳群では三角板皮綴短甲、衝角付冑、鉄刀、鉄鏃など多量の鉄製武器、武具類が出土している

ことから当時の有力な首長墓と考えられており、当時の社会を考えるうえで貴重な成果をあげている。

(古代)

奈良時代では北新町遺跡、寺川遺跡、元粉遺跡で集落が確認、推測されている。特に北新町遺跡で

は人面墨書土器が出上し、また寺川遺跡では「白麻呂」と墨書された土器が出土するなど、官衡的集

落の存在が推定されている。

平安時代では寺川遺跡で集落跡が確認されている。特に、直径 lm程の木を参Jり 貫いた井筒などは

注目され、また河川跡からはウマの骨が一体復元出来るほどの出上があり、通常の集落とはかなり違

う様相を示している。

(中世)

北新町遺跡で 12～ 13世紀を中心とした集落跡、御領遺跡で 13～ 14世紀の集落跡が確認されてお

り、市域における中世の様相 も明らかにされてきている。また、城跡に関しても、戦国武将、三好長

慶の飯盛城、その支城とされる野崎城、キリシタンで有名な三箇サンチョの三箇城などが知られてい

る。ただ、考古学的には飯盛城において発掘調査がわずかに実施されているのみで残念ながら詳細は

明らかにされていない。

(近世〉

大阪城の築城、また江戸幕府による再築の際、石垣用石材の供給地であった石切場跡や、宝永元年

(1704)の大和川付け替えに伴い新田開発が盛んになるが、その管理施設であつた平野屋新田会所な

どがある。

また西諸福遺跡では深野池、新開池とは別の池と推定されている遺構が検出されており、備前悟鉢、

壼、美濃窯系天目茶碗、胎土目唐津窯系皿、堺悟鉢、石臼などの陶磁器類がまとまって出土している。
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大東市教育委員会 1987年  『寺川・北条遺跡発掘調査報告書』大東市埋蔵文化財調査報告第 1集
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第 3章 調査の方法

掘削については、盛土、旧耕作土、床土までを機械掘削の対象 とし、以下、包含層につい

ては層位ごとに人力による掘削を行った。そして、それぞれの層位面において遺構の確認を

行いながら、地山面に至るまで順次繰 り返 した。

遺構の平面実測については、すべて平板測量で実施 した。また必要に応 じて遺構平面図・

断面図 。遺物出土状況図を適宜作成 した。

調査区の区割 り設定については、調査区付近において調査区をバランスよくカバーできる

ように考慮 しながら任意の地点を決め、それを基点に国土座標第Ⅵ系による座標を使用 して

調査区全然を東西南北それぞれ 5mごとに座標軸を順次配 しながら囲み、調査区内に5m四

方の区画を設定 した。各区画の呼称については南北座標軸に西端を起点としてアルファベッ

トを順次付 し、また東西座標軸については北端を起点として算用数字を順次付すことにより

各交点を記号化 し、その北西隅の交点を用いている。また、水準については T,P。 (東京湾平

均海面値)を使用 している。先に述べた遺物出土状況など各種記録作業、また包含層などの

遺物の取 り上げについては、すべてこれらの基準に基づいている。また、報告書の記述にお

いても同様である。

遺構番号については遺構面ごとに付与 してお り、各遺構面を示す数字を遺構番号の頭に冠

している。

写真撮影 については 6×  1
7の 中型 カメラによるモノ

クロ撮影、35mm小型 カメラ 2
によるモノクロ、カラーそ

れぞれにおいて撮影を行い、 3
またスライ ドの作成 も行 っ 4
た。
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第 4章 調査成果

第 1節 基本層序

今回の調査では層位的に3面の遺構面を確認した。基本的な層序については以下の通りである。

第 I層 盛土。調査区一帯の地形はほぼ南西に向けて傾斜している状況であり、また盛土以前の耕作

地がその影響のため段状に形成されていたことから基本的に南西に向けて厚く堆積する状況

であった。北東部で層厚約 0.9m、 南東部で層厚約 3.4mを測った。南西部では層厚約 5。8m

程度あったものと思われるが盛上した以降に削平を受けていたことから現況で層厚約 ■3m

を測るものであった。

第工層 旧耕土。水路部分を除きほぼ調査区全域に認められたもので、先にも述べたが南西に向って

段状に耕作地が形成されていたことから、それに伴い堆積するものである。層厚は約 015m

を測った。

第Ⅲ層 緑灰色土。調査区中央より西側にかけて認められた。層厚は約 0.1～ 013mを 測った。第 1遺

構面のベース層になる。

第Ⅳ層 褐灰色土。調査区中央より東側を中心に認められた。層厚は約 0。1～ 0.2mを 測った。第 1遺

構面のベース層になる。

第V層 暗茶褐色土が主体をなす。南北座標軸のFラ インより東側にかけて認められた。南西に向け

て厚く堆積する状況で、層厚は約 0.1～ 1.Omを測った。

第Ⅵ層 暗灰青色粘質土。南北座標軸のEラ インより東側にかけて認められた。南西に向けて厚く堆

積する状況で、層厚は約 0,1～ 0.5mを 測った。第 2遺構面上面遺構のベース層になる。

第Ⅶ層 暗灰黒色粘質土が主体をなす。南北座標軸のEラ インより東側にかけて認められた。南西に

向けて厚く堆積する状況で、層厚は約 0。1～ 0.5mを 測った。

第Ⅷ層 黄掲色系のシルト、砂が主体をなす。調査区の西側で認められた。層厚は確認し得なかった。

考古学でいう地山層であり、第 2遺構面のベース層になる。

第Ⅸ層 緑灰色粘質上が主体をなす。調査区の東側で認められた。層厚は確認し得なかった。考古学

でいう地山層であり、第 2遺構面のベース層になる。
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第 2節 第 1遺構面

基本層序第Ш・Ⅳ層をベース面として溝、土坑、ピット、不明遺構、鋤溝などを検出している。標

高は北東部で T.P.+17.5m、 南西部で T.P.+15.Omを 測る。

1.溝

SD-102

D3～ 4区にかけて検出した。 SD-103・ 104に続 くもので、東側に石垣を施す近～現代の水

路である。規模は幅約 0.5m、 深さ約 0.3mを測る。埋土は 3層で暗緑灰色土、暗茶灰色上、暗灰

褐色上である。遺物は石臼が出土 している。

SD-105

F4区で検出した。確認 トレンチに切 られた。規模は幅約 0.3m、 深さ約 0.03mを 測る。埋土は

1層で灰色上である。遺物は出土 していない。

SD-106

F4区で検出した。撹乱に切 られる。規模は幅約 0.45m、 深さ約 0.01mを 測る。埋土は 1層で

灰色上である。遺物は土師器片が出土 している。

SD-107

E4～ 5区、F5区にかけて検出した。規模は幅約 0.9m、 深さ約 0,14mを 測る。埋土は 1層で

灰緑色上である。遺物は土師器、須恵器、瓦などが出上 している。

SD-109

C6区、D6区にかけて検出した。規模は幅約 0.5m、 深さ約 0.3mを測る。埋土は 1層で暗灰

緑色上である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

SD-110

B5区、C5区にかけて検出した。規模は幅約 0.8m、 深さ約 0.55mを 測る。埋土は 1層 で緑灰

色上である。遺物は土師器、須恵器、陶質土器、黒色土器A類などが出土 している。

SD-111

B5～ 6区、C5～ 6区にかけて検出した。 SK-118に繋がる。規模は幅約 0.7m、 深さ約 0.15

mを測る。埋土は 1層で緑灰色上である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SD-112

B6区、C6区にかけて検出した。 SK-118に繁がる。規模は幅約 0,7m、 深さ約 0.23mを 測

る。埋土は 1層で緑灰色上である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SD-113

B6区、C6区にかけて検出した。 SK-118に繋がる。規模は幅約 0.8m、 深さ約 0.09mを 測

る。埋土は 1層で緑灰色土である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SD-114

B6～ 7区、C6～ 7区にかけて検出した。規模は幅約 0.6m、 深さ約 0.14mを 測る。埋土は 1

層で灰緑色土である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

SD-115

B7区、C7～ 8区にかけて検出した。 SD-119に繋がる。規模は幅約 ■2m、 深さ約 0.22m
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を測る。埋土は 1層で緑灰色土である。遺物は土師器、須恵器、黒色土器、サヌカイ ト片などが

出上 している。

SD― l16

B7区、C7～ 8区にかけて検出した。SD-115と 繁がる。規模は幅約 1.5m、 深さ約 0.27mを測る。

埋土は 1層で緑灰色土である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

SD-117

B7～ 8区、C7～ 8区にかけて検出した。規模は幅約 0.6m、 深さ約 0,05mを 測る。埋土は 1

層で緑灰色土である。遺物は土師器が出上 している。

SD-120

D7～ 8区にかけて検出した。規模は幅約 0.6m、 深さ約 0.lmを測る。埋土は 1層 で暗灰青色

砂質上である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

2.土坑

SK-101

F3区で検出した。形態は隅丸の長方形を呈 し、規模は長径約 1.lm、 短径約 0,7m、 深さ約 0.04

を測る。埋土は 1層で暗褐色粗砂である。遺物は出上 していない。

SK-102

F3区で検出した。形態は不定形な長方形を呈 し、規模は長径約 0,65m、 短径約 0.3m、 深さ約

0,03を 測る。埋土は 1層で暗灰色土である。遺物は土師器が出上 している。

SK-103

E3区、F3区 にかけて検出した。 SD-101に 切 られる。形態は不定形な楕円形を呈 し、規

模は長径約 2.lm、 短径約 0。9m、 深さ約 0.2mを測る。埋土は 1層で暗灰色上である。遺物は土

師器が出上 している。

SK-104

E3区、F3～ 4区にかけて検出した。撹乱に切られる。形態は不定形を呈 し、規模は長径約 3,1

m、 短径約 1,4m、 深さ約 0。lmを測る。埋土は 2層で暗褐黄色上、暗茶色上である。遺物は土師器、

須恵器などが出上 している。

SK-106

E4～ 5区にかけて検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 2.Om、 短径約 0.8

m、 深さ約 0.08mを測る。埋土は 1層で暗茶褐色上である。遺物は染付磁器、瓦などが出上している。

SK-107

E5～ 6区、F5～ 6区にかけて検出した。形態は不定形な精円形を呈 し、規模は長径約 2.9m、

短径約 1.2m、 深さ約 0.03mを 測る。埋土は 1層で灰緑色砂質土である。遺物は土師器、須恵器な

どが出土 している。

SK-109

E6区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 2.lm、 短径約 0。7m、深さ約 0.15mを測る。

埋土は 1層で暗灰緑色砂質上である。遺物は土師器、須恵器などが出上 している。

SK― 110

-13-
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E6区で検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 1.4m、 短径約 045m、 深

さ約 023mを 測る。埋土は 1層で暗灰緑色土である。遺物は土師器、須恵器、瓦などが出上 している。

SI(-111

E5～ 6区にかけて検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 1.8m、 短径約 06m、 深さ約 004

mを測る。埋土は 1層 で暗灰緑色土である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SK-112

F7区で検出した。形態は不定形を呈 し、規模は長径約 2.2m、短径約 1.3m、 深さ約 0.05mを 測る。

埋土は 1層 で灰色砂質上である。遺物は土師器、須恵器、瓦などが出上 している。

SK-115

D6区で検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 ■Om、 短径約 0.5m、 深さ約

019mを測る。埋土は 1層 で暗灰青色土ブロック混暗灰黄色砂である。遺物は土師器、須恵器など

が出土 している。

SI(-116

D6区で検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 1.3m、 短径約 0.3m、 深

さ約 0.22mを 測る。埋土は 1層で暗灰茶色砂質上である。遺物は土師器、須恵器、瓦器、石製品

などが出土している。

SK-117

C6区で検出した。形態は不定形を呈 し、規模は長径約 3.2m、短径約 1.6m、 深さ約 0.08mを 測る。

埋土は 1層 で暗灰緑色上である。遺物は土師器、須恵器、瓦などが出上 している。

SK-118

B5～ 6区にかけて検出した。形態は不定形を呈 し、 SD-111～ 113な どに繁がる。規模はお

およそ長径約 2.8m、 短径約 1.5m、 深さ約 005mを測る。遺物は土師器、須恵器などが出土 して

いる。

SK-119

D7区で検出した。試掘坑に切 られる。形態は不定形を呈 し、規模は明らかでないが深 さは約

0.31mを 測る。坦土は 2層で暗灰緑色砂質上、暗灰緑色粘質上である。遺物は土師器、須恵器など

が出上 している。

SK-120

D7区で検出した。形態はやや不定形な楕円形を呈し、規模は長径約 12m、 短径約 0.7m、 深さ約02

mを測る。埋土は 1層 で暗灰黄色粗砂である。遺物は土師器、須恵器、瓦器などが出上 している。

SK-122

C7～ 8区にかけて検出した。試掘坑に切られる。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 0.4

m、 短径約 0.2m、 深さ約 0.14mを 測る。埋土は 1層で暗黄灰色砂である。遺物は土師器、須恵器

などが出上している。

3.ピ ット

ll基 を検出した。建物を構成すると考えられるものは認められなかった。形態は円～楕円形の

ものが主体をなし、規模は径約 02～ 0.4m、 深さ約 0.05～ 02前後のものが主体をなす。遺物は

土師器、須恵器などが出土 している。

-15-



第 3節 第 2遺構面上面遺構

基本層序第Ⅵ層をベース面として自然流路、自然木 (根株 ?)な どを検出している。標高は自然流

路の肩部で T.P.■ 14.8mを測る。

1,自 然流路

B3～ 5区、C3～ 5区にかけて検出した。規模は調査区外に広がるため明らかでないが、深さは

最深部で 2.3mを測った。埋土は大 きく上・中・下層に分けられ、上層は灰色系の粗砂、シル ト、砂

質上で、中層は灰色系の砂、粗砂が主体をなす。また下層では黄灰色系の砂、粗砂が主体をなす。遺

物は多量に出上 してお り、弥生土器、土師器、須恵器、韓式系土器、瓦、木製品、石製品、獣骨など

が出上 している。また肩部では自然木 (根株 ?)を切る状況であった。

TP +150m

6

7

8

9
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11

12

13
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15

16

暗灰色ンルト(上層 )
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第 4節 第 2遺構面

基本層序第Ⅷ・Ⅸ層をベース面として溝、土坑、落込み状遺構、ピット、鋤溝などを検出している。

標高は北東部で T.P.+17.4m、 南西部で T,P,+12.8mを 測る。

1.溝

SD-201

D7区で検出した。規模は幅約 0.25m、 深さ約 0.04mを 測る。遺物は出上 していない。

2.土坑

SK-201

G7区で検出した。形態は不定形を呈する。規模は調査区外に広がるため明らかではないが、深

さは約 0.08mを 測る。埋土は 1層 で暗茶褐色砂である。遺物は出上 していない。

SK-202

F7区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0.7m、 短径約 0.45m、 深さ約 0.28を 測る。

遺物は出土 していない。

SK-203

F7区で検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 2.4m、 短径約 1.2m、 深さ約 0.12

mを測る。埋土は 1層で褐灰色上である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SK-204

F7区で検出した。形態は精円形を呈 し、規模は長径約 0,75m、 短径約 0.3m、 深さ約 0.05mを測る。

埋土は 1層で暗褐色砂質上である。遺物は出土 していない。

SK-205

F7区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0。7m、 短径約 0.45m、 深さ約 0.07mを測る。

遺物は土師器が出土 している。

SK-206

F7区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0.7m、 短径約 0,45m、深さ約 0.14mを測る。

埋土は 1層で暗灰色砂質土である。土師器、須恵器などが出上 している。

SK-207

F6区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0.8m、短径約 0.5m、 深さ約 0.07mを測る。

埋土は 1層で暗褐色砂質上である。遺物は出上していない。

SK-208

G6～ 7区、F6～ 7区にかけて検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 2.2m、

短径約 1.lm、 深さ約 0.08mを 測る。埋土は 1層 で暗灰色土である。遺物は土師器、須恵器などが

出上 している。

SK-209

E4～ 5区にかけて検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0.65m、 短径約 0.5m、 深さ

約 0.12mを 測る。埋土は 1層で暗灰色砂質上である。遺物は土師器が出土 している。

SK-210

F3区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 1.2m、 短径約 0.9m、 深さ約 0.lmを 測る。
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遺物は土師器が出土 している。

SK-211

E3区、F3区 にかけて検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0,7m、 短径約 0.45m、

深さ約 0.06mを 測る。埋土は 1層で灰色砂質土である。遺物は出上 していない。

SK-212

E3区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 0.8m、短径約 0.2m、深さ約 0.04mを測る。

埋土は 1層で暗灰色砂質土である。遺物は須恵器が出上 している。

SK-213

E4区で検出した。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 1.2m、 短径約 0.3m、 深さ約 0.06

mを測る。埋土は 1層 で灰色砂質上である。遺物は出土 していない。

SK-214

E4区で検出した。形態は不定形な精円形を呈 し、規模は長径約 1,lm、 短径約 0.3m、 深さ約 0.1

mを測る。埋土は 1層 で灰色砂質上である。遺物は出土 していない。

SK-215

E3区で検出した。SK-216を 切る。形態は不定形な楕円形を呈 し、規模は長径約 1.7m、 短径約 0,6

m、 深さ約 0.15mを 測る。埋土は 1層で灰色土である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SK-216

E3～ 4区にかけて検出した。SK-2151こ 切られる。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 2.2m、

短径約 0.5m、 深さ約 0.13mを 測る。埋土は 1層で暗茶灰色上である。遺物は土師器、須恵器など

が出土 している。

SK-217

E4区で検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 1.2m、 短径約 0.8m、深さ約 0.21mを測る。

埋土は 3層 で暗灰黄色土、緑灰色混茶褐色土、暗茶褐色上である。遺物は土師器、須恵器などが

出上 している。

SK-218

E3～ 4区にかけて検出した。形態・規模はSK-219に切 られているため明らかでないが、深

さは約 0.34、 mを測る。埋土は 2層で暗茶褐色土、暗灰色砂質土である。遺物は土師器、須恵器な

どが出土 している。

SK-219

E3～ 4区 にかけて検出した。 SK-218を 切る。形態は精円形を呈 し、規模は長径約 2.7m、

短径約 0.7m、 深さ約 0.05mを 測る。埋土は 1層で茶褐色上である。遺物は土師器、須恵器などが

出上している。

SK-220

D3区、E3区にかけて検出した。SK-219に 切 られる。形態は精円形を呈 し、規模は長径約 1.3

m、 短径約 0.6m、 深さ約 0,48mを 測る。埋土は 1層 で茶黄色上である。遺物は土師器、須恵器な

どが出土 している。

SK-221
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2 緑灰色混ぎり茶褐色土

3 暗茶褐色土

第20図 SK-216平。断・遺物出土状況図 第21図 SK‐217平・断・遺物出土状況図

TP
+1320

lm

1 暗灰青色土

2 暗灰色粉質土

(灰を含む)

第22図  SK-233平・断面図
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第23図  SK-234平・断面図



E3区で検出 した。 SK-222を 切る。形態は楕円形 を呈 し、規模 は長径約 0,7m、 短径約 0.4m、

深 さ約 009mを測る。埋土は 1層 で茶褐色上である。遺物は土師器が出土 している。

SK-222

D3区、E3区 にかけて検出 した。SK-2211こ 切 られる。形態は精円形 を呈 し、規模 は長径約 0.8

m、 短径約 0.5m、 深 さ約 012mを 測る。埋土は 1層で茶褐色上である。遺物は土師器が出上 している。

SI(-223

D3区、E4区 にかけて検出 した。SK-220に 切 られる。形態は楕円形 を呈 し、規模は長径約 0.9

m、 短径約 0,8m、 深 さ約 0.04mを 測る。埋土は 1層で茶褐色上である。遺物は土師器が出土 している。

SI(-224

D3区で検出 した。 SK-223に 切 られる。形態は不定形な楕円形 を呈 し、規模 は長径約 1.6m、

短径約 0.9m、 深 さ約 0,36mを 測る。遺物は土師器が出土 している。

SK-225

D3区で検出 した。 SK-220に 切 られる。形態は不定形 を呈 し、規模 は長径約 2.5m、 短径約 0.6

m、 深 さ約 0.2mを 測る。遺物は弥生土器、土師器などが出上 している。

SK-226

D3～ 4区にかけて検 出 した。形態は楕 円形 を呈 し、規模 は長径約 07m、 短径約 0.6m、 深 さ

約 015mを 測 る。埋土は 2層で暗茶褐色上、暗灰色粘質上である。遺物は土師器、須恵器 などが

出上 している。

SK-227

D4区で検出 した。形態は不定形な楕円形 を呈 し、規模 は長径約 0.6m、 短径約 0.4m、 深 さ約 0.15

mを測る。埋土は 1層 で暗茶褐色粘質上である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SK-228

D4区 で検 出 した。形態・規模 は落込み Aな どに切 られているため明 らかでない。遺物 は土師

器が出土 している。

SK-229

D4区で検出 した。形態は楕円形 を呈 し、規模 は長径約 0.65m、 短径約 0.5m、 深 さ約 0.21mを測る。

埋土は 1層で暗茶褐色土である。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。

SK-230

D4区で検出 した。形態は円形 を呈 し、規模 は径約 0.6m、 深 さ約 0,28mを 測 る。埋土は 1層 で

暗灰黒色上である。遺物は弥生土器、土師器などが出上 している。

SK-231

D5区で検出 した。形態は円形 を呈 し、規模 は径約 0.5m、 短径約 05m、 深 さ約 0.17mを 測る。

埋土は 1層 で暗灰黒色上である。遺物は土師器が出土 している。

SK-232

C4区で検出 した。形態は楕円形 を呈 し、規模 は長径約 12m、短径約 0.7m、 深 さ約 0.13mを 測る。

遺物は土師器が出上 している。

SK-233
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B6区、C6区 にかけて検出した。形態は楕円形を呈 し、規模は長径約 1.6m、 短径約 0.55m、

深さ約 0.21mを 測る。埋土は 2層で暗灰青色土、暗灰色粘質上である。遺物は土師器、須恵器な

どが出上 している。

SK-234

D5～ 6区にかけて検出した。形態は不定形な長方形を呈 し、規模は長径約 1.7m、 短径約 1.5m、

深さ約 0.05mを 測る。遺物は出土 していない。

SK-235

D6区で検出した。形態・規模は試掘坑に切られているため明らかでないが、深さ約 0.13mを 測る。

埋土は 1層で暗茶色上である。遺物は土師器が出土 している。

3.落込み状遺構

落込みA

C3～ 5区、D3～ 5区にかけて検出した。西側に向かって落込んでい く状況をていしているが、

東側では土坑状の形態をなしている。規模は幅約 47mを測 り、深さは 02～ 0.5mを測る。埋土

は 4層で暗灰色上、暗灰色粘質土、茶褐色土、暗黄灰色粘質土である。遺物はまとまって出上 し

てお り、土師器、須恵器、韓式系土器、滑石製有孔円板などが出上 している。

落込みB

C4～ 7区 にかけて検出した。当初、西側に向かって落込んでい くものと思われたが、溝状を呈

するものであった。規模は幅約 0.1～ 0.2m、 深さ約 0.2～ 0.4mを測る。埋土は砂が主体を成 して

いた。遺物はまとまって出土 してお り、縄文土器、弥生土器、土師器、石錘などが出上 している。

4.ピ ット

64基を検出した。建物を構成すると考えられるものは認められなかった。形態は円～楕円形の

ものが主体をなし、規模は径約 0.2～ 0.3m、 深さ約 0.1～ 0.2前後のものが主体をなす。坦土は茶

褐色上が主体をなしている。遺物は土師器、須恵器などが出土 している。
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第 5章 まとめ

今回の調査では3面の遺構面を確認し、それぞれにおいて遺構、また大量の遺物が出土し鍋田川遺

跡の様相を知るうえで多大な成果を得ることができた。以下、各遺構面の調査成果について概括し、

まとめとしたい。

〔第 1遺構面〕

第 1遺構面では調査区中央で南北に走る石垣と石組水路が良好な状態で残されていた。この石垣と

石紅水路は近～現代に比定されることから大阪産業大学が誘致される以前は段状に開発された耕作地

であったことが窺える。特に西側では畑の畝も良好に残されていた状況で確認され、検出された遺構

も近世以降から引き続いた耕作地の痕跡であったことを思わせる。また、石垣の東側では開発におけ

る削平のため残存状況は良好ではないが、時期的には概ね中世以降と思われる溝、土坑、鋤溝を確認

できるものであり、今回の調査地においてほぼ中世以降については耕作地であったことが考えられる。

〔第 2遺構面上面遺構〕

調査区北西部分において第 2遺構面とは層位的に異なるため単独的な検出状況になった自然流路で

あるが、調査区東側で検出した第 2遺構面の遺構群との関連性が考えられるものと思われる。時期的

には古墳～奈良時代を中心としたものであるが、当時においては東西に流れる鍋田川と、おそらく南

北に流れるこの自然流路があり、その周辺に集落が営まれていた状況を示すものであろう。

〔第 2遺構面〕

この遺構面においても明確な集落跡という様相は認められなかったが、調査区西側における包含層

での膨大な遺物の出土量を鑑みるに当時の人々の活発な活動を窺い知ることができる。時期的には古

墳時代前期から中期にかけてが中心であり、特に注目されるものとして遺構的なものでは樹木の周囲

に多くの土器が集積し、聖樹信仰を思わせるかのような様相を示すものがあり、また遺物では穿孔さ

れた土器、不思議な文様を線刻した土器など、祭祀的様相を示すものが出土している。そして、それ

に関連するような玉類を製作していたと思われる砥石類も出土しており、非常に祭祀的色彩を感じさ

せる成果内容であった。

また、多くの韓式系土器の出土や陶質土器の出土は渡来人の影響を大きく受けているものであり、

当時、河内湖東岸であったこの地の地理的環境を反映した成果の内容もこの鍋田川遺跡の特徴の一つ

と言えるであろう。

鍋田川遺跡は昭和 33年 9月 の砂防堰堤工事の際に発見されて以来、現在に至るまで大東市教育委

員会において 3次 にわたる調査、大阪府教育委員会においては2次にわたる調査が実施されてきた。

結果、当初の出土遺物の内容から祭祀遺跡としての多大な評価を得ていたが、時間を経るなか、縄文

から近世までの複合遺跡であったという一般的評価が定着していく感があった。しかし前述したよう

に今回の調査成果では祭祀遺跡との評価をあらためて再認識させるもので、鍋田川が急峻な山地から

平地に流れでた地形的状況に対して、当時の人々の自然に対する畏怖の念を垣間見ることができたと

思われる。

今後の調査に期待するところも大きいが、当時の人々の精神社会を復元するうえで鍋田川遺跡は重

要な地位を占めるものと思われる。
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遺物実測図

遺物一覧表
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遺物一覧表

図

号

挿
番 器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎  土 技法の特徴 備 考

1
石臼

(上 国 )

SD-102

タトぞと(つ見)     314
孔径 (復) 上 44
孔径 (復) 下 65
重          31454g
器高      88

花 両岩

擦合線条溝 は 1区 画 5条 分画数は不明、使用によ
り研磨されている面あり

2
土師器
小皿

SD-114

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)にぶい責橙 良好 密

内外面 ヨヨナデ・ ナデ

3 石核 (P) SD― l15

長
幅
厚
重

43
425
16

397g

サヌカイト

古い石核を何回も再利用
している、二上山産

4 瑞Ⅷ
SD― l16

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)にぶい黄橙 史好 密

内外面 ヨコナデ ナデ

5
土師器
甕

SK-103

口径 (復 )

器高 (残 )

褐責
灰
灰

灰
責
褐

外
内
断

良好 密

口縁から頸部にかけて内外面ヨコナデ、
外面体部ハケロの後ナデ (ハ ケロはナデ
により消えている)、 内面頚部から体部
にかけて板ナデ (上部はヨヨナデのため、
下部はケズリのため消えている)と ケズ
リ、粘土継ぎ目痕あり

6 凹石 P SK-116

長
幅
厚

残
残
残
重

67
46
12

596g

片岩

7 琳
椀

SK-120

口径 (復 )

器高
外
内
断 堅 緻 密

外面ナデ 指圧痕、内面ヘラミガキ ロ
縁部に沈線あり、口縁部ヨコナデ

大和型

8 平瓦 SX-101

長
幅

残
残
厚 白

灰

灰

灰

外
内

断 良好 やや粗

凸面ヨコ方向のケズリ・面取 り施す、凹
面縄ロタタキ、端部ヘラケズリ

平安時代の瓦と思われ
る、凹面ケズリの下に布
目は観察できない、晒の
ように細かい布を使用し
たヵ

9
土師器 自然流路

(上層)

残
径
高

口
器

橙

橙

橙

責

黄

責

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に

外

内

断 良好 密

外面ナデ・下部ハケロ (単位不明)、 内
面板ナデ 粘土紐痕あり、口縁部ヨコナ
デ

土師器
小型九底壷

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

褐責
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面 ナデ、内面 ナデ 'ヨ コ方 向ヘ ラケス

リ 体部 に粘土紐痕 、日縁都 ヨヨナデ

殉面体部上半 に煤付着

土 師器
小型丸底三

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

掲
褐

黄
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

勺外面ヨコナデ ナデ 朴面にベンガラ付着

土師器
斐

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)仄 良好 密

外面タタキロ、内面ナデ
縁部ヨコナデ 粘土紅痕
ナデ)、 国縁部ヨヨナデ

口
指

痕
え

紐
さ

土
押

粘
指

外面口縁部に少量の煤付
着

土師器
養

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外

内

断

にぶい橙
橙
灰 不良 密

外面 7条 /cmの ハケロ、内面ナデ ヘ

ラケズリ・体部上部に指圧痕と粘土紐痕、
日縁都ヨヨナデ

土師器
奏

自然流路
(上層)

口径 (復)   16ラ
器高 (残)   4(

外
内

断

灰責褐
にぶい責橙

灰
や
良

や
不

密

外面ナデ 12/cm(P)の ハケロ、内面ナ
デ (わ ずかに板ナデ)ヘ ラケズリ・粘
土紐痕あり、口縁部ヨコナデ

土師器
甕

自然流降
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外

内

断

にぶい橙
浅黄橙
オリープ黒

やや
不史

密

外面頸部ナデ 体部上半 7条 /cmの ノ

ケロと粘土紅痕、内面ナデ ヘラケズリ
ロ縁部ヨコナデ

土師器
奏

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内

断

灰責褐
灰責 や

良
や
不 密

外面体部タテ方向細かいハケロ、内面体
部ヨコ方向ヘラケズリ 体部上部ナナメ
方向ハケロと粘土紐痕、口縁部ヨコナデ

外面体部上半部 に煤付着

17
土師器
有孔鉢

自然流降
(上層)

底径
器高 (残 )

白

黄

灰

灰

灰

責

外

内

断 良好 やや粗

71面 タタキ・底部ナデで線刻施す、内面
灰ナデ (ナ デ消されて不明瞭)

穿孔あり

鶴橋
自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 ) 白
灰

灰
灰
赤

外
内
断

や
良

や

心 密

71面上半回転ヘラケズリ・下半ナデ、内
面ナデ、日縁部ヨコナデ

須恵器
杯身

自然流路
(上 層)

回径 (復 )

口径 (受部)

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

面ヽナデ 回転ヘラケズリ、内面ナデ、
ヨ縁部ヨコナデ

瓦質土器 ?

鉢
自然流路
(上 層)

口径 (復 )

器高

外
内

断

灰オリーブ
灰黄
にぶい黄橙

や
良

や

不 密
'卜

面ヨコ方向ヘラミガキ (所 々磨耗 して
かる)、 内面ヨコナデ ナデ

外面口縁部に少量の煤付
着
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鶴橋
自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

灰

灰

灰

外
内

断 堅級 密

外面回転ナデ ナデ、内面ナデ、口縁封
ヨコナデ

須恵器
杯身

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 腎

内外面 ナデ、日縁部 ヨヨナデ

須恵器
杯身

路
＞

流

層

然

上

自

ぐ

口径 (復)   13〔
器高 (残)   3(

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面ナデ 底部ヘラケズリ、内面ナデ、
国縁部ヨコナデ

外面底部全体を体部の下
1/2位のところ黒斑が見
られる

須恵器
杯身

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

白

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

内外面ナデ、日縁部ヨコナデ、内面に糀
土紐痕

鶴勒
自然流路
(上 層)

口径 (復 )   13ィ
器高      4を

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

本面ナデ、内面ナデ・底部回転ヘラケズ
リ、口縁部ヨコナデ

外面口/‐A部 に灰付着

26
須恵器

甕

自然流路
(上層)

復
残

径
高

口
器

灰

灰
灰
赤

外
内
断 やや軟 密

口縁部ヨコナデ、内外面回転ナデ、内面
に指圧痕

27
須恵器
高杯

自然流路
(上層)

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面杯部ナデ・脚部回転ヘラケズリ、内
面杯部底面と脚部回転ヘラケズリ

タト面に灰付着

鶴部
自然流路
(上層)

径
高

口
器

外)灰
内)灰
断)灰オリーブ 堅 緻 密

内外面回転ナデ、杯底部回転ヘラケズリ

韓式系土器
小片

自然流路
(上層)

６

５厚

長

大

最

最
外)灰責
内)にぶい責
断)オ リーヴ黒

や
良

や
不 密

クト面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

自然流路
(上層)

厚
長
大

最
最

外)責灰
内)黒
断)灰

や
良

や
不 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ 内面 に媒付 者

韓式系土器
甕

自然流路
(上層)

残長 灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面縄席文 タタキ 線刻施す 、内面 ナデ 駄質

平瓦
自然流路
(上層)

さ
み

幅
長
厚

外
内

断

平瓦
自然流路
(上層)

さ
み

幅
長
厚

外
内
断

土師器
鉢

自然流路
(中層)

復
残

径
高

口
器

外
内
断

灰責橙
にぶい黄橙
里

やや
不良

密

外面上半に列点文と円形浮文施す、下半
に集状文施す、内面回縁部ヨコナデで刺
突文施す 体部ナデ

土師器 自然流路
(中層)

口径 (復 )

器高 (残 )

黄

黄

灰

灰

灰

外

内

断 良好 やや粗

内外面 ヨコナデ 71・面 に媒付着

土師器
小型丸底壼

自然流路
(中 層)

径
高

口
器

外
内
断

灰 オ リーブ

灰 オ リーブ
良好 密

内外面ナデ、内面指押え、口縁部ヨヨナ
デ、内面底部しlrり 痕あり

土師器
箋

自然流路
(中層)

底径 (復)   52
器高 (残)   91

クト)(体部)灰 オリー

ブ(底部)に ぶい赤杞
内)にぶい責褐
断)暗灰責

良好 密

外面タタキロ、内面ナデ、底部ヨコナデ、
内画しばり痕あり

外面 に煤付着

土師器
妻

自然流路
(中層)

復
残

径
高

口
器 褐

灰

橙
赤
褐

外
内
断 良好 密

外面ナデとタタキロ、内面ナデ、口縁部
ヨコナデ

土師器
奏

自然流路
(中層)

口径
器高 (残 )

黄
黄
責

灰
灰
灰

暗
暗
暗

外
内
断 良好 密

外面ハケロ、内面ヘラケズリ 体部上半
と下半に指押え

40 端訪
自然流路

(中 層 )

底径 (復 外)

底径 (復 内)

器高 (残 )

朴)灰責
勺)にぶい責橙
斬)灰

やや
不良

密

外面ナデ ヨコナデ。上部に指押え 下
部にタテハケロあり、内面杯底部細かい
ハケロ・脚部斜めハケロとヨコハケロと
ヨコナデ '脚上部に粘土紐痕

瑞部
自然流路
(中層)

底径 (復 )

器高 (残 )

橙い
褐

ぶ
責

に
灰

灰

本

勺

断 良好 密

外面タテ方向ヘラケズリ・粗いタテ方向
のヘラミガキ ヨコナデ、内面ナデ ヨ
コナデ 粘土紅痕あり 杯部底面粗いへ

ラミガキ

杯部の残つている部分と
内面の脚部の一部に煤付
着

網構
自然流路
(中 層)

口径 (復 )

器高(残 )

２４

弱

灰

塁
【　
赤

青
灰
暗

外
勺
断 堅緻 密

外面上半回転ヘラケズリ 下半ナデ 稜
線あり、内面ナデ、口縁部ヨコナデ

外面体部に灰付着
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鶴橋
自然流路

(中 層 )

口径 (復 )

器高 (残 )
褐黄

灰

灰

灰

外
内

断 堅緻 密

ギア面上半回転ヘラケズリ 下半ナデ、
内面ナデ

須恵器
杯蓋

自然流路
(中 層)

復径
高

口
器 白

白

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密
節

外面上半回転ヘラケズリ 下半ナデとヨ
コナデ、内面ナデ ヨコナデ

須恵器
杯蓋

自然流路
(中 層)

径
高

口
器

灰青
灰
灰

外
内
断 竪緻 密

外面上半回転ヘラケズリ 下半ナデ、内
面ナデ

口縁歪 む

須恵器

蓋

自然流路
(中層)

つまみ径
器高 (残 )

灰

灰
灰
赤

外
内
断 良好 密

内外面回転ナデ、内面ナデ、カマ記号あ
り

鶴彬
自然流路
(中層)

ヨ径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅級 密

内外面ナデ、外面底部ヘラケズリ、口筋
部ヨコナデ

須恵器
杯身

自然流路

(中 層 )

＞
部
＞

復
受
残

径
径
高

口
口
器

灰
灰
仄

外
内
断 堅級 密

内外面ナデ、口縁部ヨコナデ

鶴穂
自然流路
(中 層)

復
残

径
高

口
器

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面ナデ 回転ヘラケズリ、内面ナデ、
日縁部ヨコナデ

韓式系土器
小片

自然流路
(中層)

最長
最大厚

外)橙
口縁部)橙
体部)灰黄褐 良好 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

自然流路
(中層)

良好 密

フト面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

自然流路
(中層)

最長
最大厚

外)灰責
内)黒
断)黒・灰黄 不 良 衝

外面格子ロタタキ、内面ナデ

砥 石
自然流路
(中層)

長
幅
厚

残
残
残
重

外
内
断 凝灰岩

両面に擦痕あり 緑刻礫

土師器
小型箋

自然流路
(下層 )

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄褐
黄灰
黄灰 良好 やや粗

，
、紐

め
土鞘

帥
テ
陸

ψ
僻爛， 立

ノ
板
押コナデ、↓帥

膊
陣
琳

外
内
痕

外面 にベ ンガラ付着

土師器
小型九底壺

自然流路
(下層)

口径 (復)   102
器高 (残)   76

外
内
断

褐灰
黒褐
にぶい責橙

良好 密

内外面ヨコナデ ナデ、外面体部に 10

条 /cmのハケロあり
胴部内外に煤付着

土師器
養

自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰白 良好 密

内外面ヨコ案で、外面体部タタキ (タ タ
キの後ナデ)

土師器
杯

自然流路
(下層)

高台径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

灰責褐
灰黄褐
にぶい褐 良好 密

外面ヨコナデ ナデ 貼 り付け高台、内
面ヨコナデ 暗文

韓式系土器
小片

自然流路
(下 層 )

残 長 外
内
断

灰白
灰白
灰白

や
質

や
軟 衝

外面格子ロタタキ、内面ナデ 須恵質

須恵器
杯蓋

自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

ａ

７

外
内
断

オリーブ黒
暗オリーブ灰
灰 堅緻 密

外面上半回転ヘラケズリ 下半ナデ、内
面ナデ

内面に鉄分付着、外面に
灰付着

須恵器
蓋

自然流路

(下 層 )

径
高

口
器

白灰

灰

外

内

断 堅緻 密

内外面回転ナデ、上面回転ヘラケズリ

鶴穂
自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

口縁部ヨコナデ、内外面回転ナデ

須恵器
杯 身

自然流路

(下 層 )

口径     11を
口径 (受部) 13与
器高      3を

灰

灰

灰

朴

内

断 堅緻 密

内外面ナデ、国縁部ヨコナデ、ヘラ記号カ
あり

鶴櫓
自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 ) 灰

灰

責

灰

外

内

断 堅緻 密

外面ナデ 回転ヘラケズリ、内面ナデ
ロ縁都ヨヨナデ

須恵器
杯身

自然流路
(下 層 )

口径 (復)  13〔
口径 (受部) 15涯
器高 (残)   3〔

灰
仄
灰

外
内
断 やや軟 密

外面ナデ 回転ヘラケズリ、内面回転ナ
デ、日縁部ヨコナデ
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須恵器
杯身

自然流路
(下層)

口径     ■ 7

口径 (受部) 144
器高      32

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面上半ナデ・下半回転ヘラケズリ、内
面ナデ、日縁部ヨコナデ

鶴勒
自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

外

内

断

暗灰青
暗灰青
暗赤灰

や
良

や
不 密

内外面ナデ、日縁部ヨコナデ

須恵器
杯身

自然流路

(下 層 )

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰

灰

外
内

断 堅緻 密

外面 ナデ・ 回転 ヘ ラケ ズ リ、 内面 ナ デ、
日縁部 ヨコナデ

須恵器
菱

自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

灰暗

灰

褐

外
内

断
や
良

や
不 密

勺外面ヨコナデ ナデ、内面に消土紐痕

須恵器
甕

自然流路

(下 層 )

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

勺外面 ヨコナデ ナデ

須恵器
養

自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

２

０

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 質

口縁部ヨコナデ、頸部ナデ、外面体部タ
テ方向のタタキの後カキロです りけして
いる、内面体部に青海波文施す

須恵器
台付鉢

自然流路
(下 層)

径
高

口
器

11(

11〔

外)灰
内)灰責褐
断)(中心部)

にぶい褐

やや
不良

密

口縁部と台底部ヨコナデ、内外面ナデ、
外面ヘラ描き波線文施す、鉢部下半回転
ヘラケズリ

軟 質

須恵器
高杯

自然流路
(下層)

国径 (復 )

器高 (残 ) 褐責
灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

内外面ナデ、外面杯部下半回転ヘラケズ
リ

須恵器

甑

自然流路
(下層)

口径
器高 (残 )

．
６４

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面上半ナデ 下半回転ヘラケズリ、内
面ナデ

穿孔は外面から内面に
穿っている

須恵器
甑

自然流路
(下層)

国径      ―

器高 (残)   109
外
内
断

オ リーブ灰
オ リープ灰

灰
堅徹 密

外面頸部カキロ 体部上半ヘラ描き沈線
文 (3条 )と 線刻文施す・体部下半回転
ヘラケズリ、内面ナデ、

穿孔あり

須恵器
甑

自然流路

(下 層 )

口径
器高 (残 )

一
解

外)責灰
内)オ リープ黒
断)赤灰 堅緻 やや粗

外面上半カキロ 下半ナデ 線刻文を施
す、内面ナデ

内外面に灰付着、穿孔あ
り

須恵器
器台

自然流路
(下層)

口径 (復 )

器高 (残 )

赤

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

内外面回転ナデ、外面にクシ描き波状文
を施す

内面に降灰

鰯維
自然流路
(下 層)

復
残

径
高

口
器

26[
94

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面ナデ 沈線と沈線の間に12条 の波
状文 (2帯 と1帯 )そ れぞれあり、内面
ナデ ヨコナデ

透 し孔 あ り

剥片
自然流路
(下層)

長
幅
厚
重

5C
635
1[

315迎

サヌカイト

二上山産

79 砥石
自然流路
(下層)

幅
長
残
厚
重

7C
7C
2C

2256p

砂岩

玉造りの際の王砥石力、砥面
には現状で2つ の凹みをも
つ、玉 (勾 玉など)の内i弯 部
研磨に使用されたものカ

木製品
自然流路
(下層)

砥石 SK-208

５

２

１

０

長残
幅
厚
童

片岩

玉造 ?

鶴橋
SK-215

口径 (復 )

器高 (残 )

自

由

白

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

内外面ナデ・ヨコナデ

剥片 SK-215

長

幅

厚

重

56
37
08

207g

サヌカイト

二上 山産

須恵器
杯蓋

SK-216

口径
器高 (残 )

外
内
断

灰白
灰白
灰白 良好 密

外面ナデ 回転ヘラケズリ、内面ナデ、
国縁都ヨコナデ '卜

面にヘラ記号あり

土師器
甕

SK-220

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい橙
内)にぶい橙
断)責灰 堅緻 密

内外面 ヨヨナデ

珊訴
SK-225

口径 (復 )

器高 (残 )

71)橙
勺)橙
lI)橙 良好 やや粗

内外面ヨコナデ ナデ、外面杯下部に指
押さえ
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挿図
番号

器種 出土地点 法 量 色 調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

韓式系土器
小片

器高 (残)   2( 外
内
断

にぶい責褐
灰責taJ

灰責褐 良好 やや粗

外面格子 ロタタキ、内面 ナデ 軟 質

古式土師器
甕

SP-243

復

残

径

高
口
器

褐
褐
褐

責
責
責

外
内
断 良好 密

外面タタキロとハケロ、内面ヘラケズリ
指押さえ、口縁部ヨコナデ

器

壺

師

底

土

丸

式

型

古

小 落ち込みA

径

高
口
器

橙
橙

外
内
断

やや
不良

密

外面ハケロとタタキ文、内面ナデとヘラ
ミガキ、口縁部ヨコナデ

外面国縁から頸部にかけ
て暗文あり

器

壼

師

頸

土
短 落 ち込み A

口径
器高

褐
褐

黄
黄

灰
灰
灰

外
内
断 史好 密

内外面ナデ、口縁部ヨコナデ 外面底部全体に黒斑あり

土師器
ミニチュア壺

落ち込みA
口径
器高

黄
昔
（

灰
灰

暗
暗
褐

外
内
断 良好 密

外面 ナデ とヘ ラケズ リ、内面 ナデ、 国縁

部 ヨコナデ
肩部 に穿孔 あ り (外→内
へ )

土師器
落ち込みA

口径
器高

外)黒褐
内)黒褐
断)灰オリーブ

や
良

や
不 密

外面板ナデ、内面ナデ、日縁部ヨヨナデ 外面は時に底部 ,内 面は
全体に煤けている、底部
穿孔

弥生土器
落ち込みA

復
残

径
高

口
器

外 )浅責

内)にぶい責橙

断)灰
や
良

や
不 密

内外 面 ヨヨナデ、内面顕下部指押 さえ 二重 回縁

弥生土器
斐

落 ち込み A

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)灰

や
良

や
不 密

内外面ヨコナデ ナデ 段上 (2段 )回縁

古式上師器
落ち込みA

口径
器高

外)にぶい黄橙
内)オ リーブ黒
断)にぶい責橙 良好 密

内外面 ヨコナデ ナデ

土師器
甕

落ち込みA
口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)灰 良好 密

外面ナデ、内面ナデ タテ方向のヘラケ
ズリ 粘土紐痕あり、口縁部ヨコナデ

外面体部上半部に煤付着

古式上師器
甕

落ち込みA 残
径
高

口
器

外)にぶい責橙
内)橙
断)灰白

や
良

や

不 密

内外面ヨコナデ ナデ、内面に指押え
粘土紐痕あり

外面体部上半部 に煤付着

土師器
養

落ち込みA
口径 (復)   12,
器高     19遷

外

内

断

にぶい責褐
掲  ´

良好 密

外面板ナデ、内面ナデ、日縁部指押さえ
とヨコナデ、底部ナデ

器
壺

師
底

土
九 落ち込みA

口径 (復 )

器高 (復 )

外
内

断

浅責橙
にぶい責橙
灰責 良好 粗

外面体部上半タテ方向のハケロと粗いハ

ケロ・板ナデ、内面体部ヘラケズリ 下
半タテ方向の板ナデ、口縁部ヨコナデ

外面体部 に煤付着

韓式系土器奏 落ち込み A

口径     222
器高 (残)   207

外
内

断

にぶい黄橙

灰
灰

史好 密

外面格子タタキ、内面ナデ、口縁都ヨコ

ナデ
本面口縁部に鉄分付着

土師器
有孔鉢

落ち込みA
底径
器高 (残 )

外)にぶい橙
内)にぶい橙
断)浅責橙 良好 やや粗

/1面 タタキ・底部ナデ、内面板ナデ (放

村状)

穿孔 あ り

土師器
甕

落ち込み A 残
径
高

底
器

外
内
断

にぶい橙
灰責
灰責 良好 やや粗

本面タタキ、内面調整不明 底面に木の葉の跡あり

土師器
鉢

落ち込みA
器高 (残 )   44 外)橙

内)にぶい橙
断)灰 良好 やや粗

口縁部内外面ヨヨナデ、外面体部ハケロ
(わ ずかに観察できる)、 内面体部ケズリ

器
甕

師
型

土
小 落ち込みA

□径 (復 )

器高
外)明赤褐
内)明赤褐
断)明赤褐 良好 粗

外面タタキロ (と ころどころ磨耗 )、 内
面ナデ 指押え、日縁部ヨコナデ

穿孔 あ り

器

壺

師

底
土
丸 落ち込みA

径
高

国
器

２

０

褐
灰
灰

灰
褐
褐

外
内
断 良好 密

内外 面ナデ、口縁 部 ヨコナデ 内面 は全体 に媒付着

韓式系土器小
型鉢

落 ち込み A

復径
高

口
器

外
内
断

にぶい責褐
灰責
灰責 良好 やや粗

内外面ナデ、口縁部ヨコナデ 底部穿孔あり

饂訪
落ち込みA

復
残

径
高

口
器

褐責

橙
橙
灰

外
内
断 良好 密

外面斜め方向ハケロ・ナデ ヘラケズリ、
内面ヨコ方向ハケロ ナデ、口縁部ヨコ

ナデ

108 珊訪
落 ち込み A 残

径
高

口
器

外)明赤褐
内)明赤褐
断)責灰 不 良 やや粗

内外面 ヨヨナデ ナデ
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図
号

挿
番 器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

土師器
高杯

落ち込み A

口径 (復 )

器高 (残 )

外

内

断

にぶい橙
にぶい橙
灰白

やや
不良

密

外面口縁部ヨコナデ 杯部ナデ タテハ

ケ、内面口縁部ヨコハケ 杯部ハケロ
粘土紐痕あり

珊訪
落ち込みA

口径 (復)   13モ
器高 (残)   4(

灰

橙
橙
掲

外
内
断 不 良 粗

口縁部ヨコナデ、外面ナデ、内面ハケロ

土師器
高杯

落ち込みA

底径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
オリーブ黒 良好 密

外面ナデ、内面しぼり目 板ナデ ナデ
粘土紐痕あり、脚底部ヨコナデ

脚部に円形の透しを3ケ
所穿つ

珊蔀
落 ち込み A

底径 (復)   10を
器高 (残)  73〔

外)にぶい黄橙
内)灰
断)灰 不 良 密

外面ナデ、内面しぼリロ ヨコ方向ヘラ
ケズリ 粘土紐痕あり

脚部に円形の透しを3ケ
所穿つ

瑞訴
落 ち込み A

底径 (復 )

器高 (残 )

橙
橙
白

赤
赤
灰

外
内
断

やや
不良

密

外面ナデ、内面しぼリロ ナデ 粘土紐痕、
脚底部ヨコナデ

珊訪
落ち込みA

残

径

高
口
器

責
黄
褐

灰
灰
黒

外
内
断

やや
不良

密

外面ヘラナデ、内面ヘラケズリ ハケロ、
脚底部ヨヨナデ

鰐訴
落 ち込み A

底径 (復 )

器高 (残 )

白

橙

橙

灰

外

内

断 食好 密

外面タテ方向ヘラミガキ、内面しばり目
ヨコ方向ヘラケズリ ヨコ方向ハケロ、
脚底部内外面ヨコナデ

韓式系土器
小片

落ち込みA
最長
最大厚

外)灰責
内)灰責
断)暗灰 不良 やや粗

外面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

落 ち込み A

４

６厚
長
大

最
最

外
内
断

にぶい責橙
灰責褐
灰

や
良

や
不 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片 落ち込みA

９

６厚
長
大

最

最
外)にぶい責
内)にぶい責
断)暗灰黄 良好 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

須恵器
蓋

洛ち込み A

口径 (復 )

器高
黒
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

内外面ナデ (外面上部ナデはヘラ切 りを
消 している)、 外面上部指押 さえ、内面
回転ナデ

須恵器
杯 落ち込みA

最大径
器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面上半と内面回転ナデ、外面下半ヘラ
ケズリ

鶴利
落ち込みA

口径 (復 )

最大径 (復 )

器高 (残 ) 灰

灰
灰
責

外
内
断 堅緻 密

勺外面回転ナデ 内面に白色付着物あり

122
須恵器
丸底壼

落ち込みA
国径 (復)   10モ
器高      141

灰
灰

青
青
灰

外
内
断 堅緻 密

外面ナデと板ナデ、内面指押さえとナデ、
口縁部ヨコナデ

口縁外面に波状文

123
須忘器
壺

落 ち込み A

器高 (残 )

灰

灰
灰
褐

外
内
断 堅緻 密

内外面回転 ナデ

124
須恵器
高杯

落ち込みA
器高 (残)   87 灰

灰
灰

外
内
断 堅徹 密

外面回転ナデ ヘラ状工具による刺突文
施す、内画ナデ、回転ナデ

刺突文は脚部の3ヶ所に
施されている

須恵器
高杯 ?

落 ち込み A
残

径
高

口
器 灰

灰
緑
灰

外
内
断 堅級 密

内外面ヨコナデ ナデ、外面に波状文 (1

2カ ?条 )施す、内面下半指押さえ

須恵器
甕

落ち込みA
器高 (残)   45 灰

　
赤

褐
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面格子ロタタキ、内面ヨヨナデ、ナデ

須恵器
甕

落 ち込み A

器高 (残)   5(

灰

灰
灰
褐

外
内
断 堅緻 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

石製品
有孔円盤

落ち込みA
直径 (復 )

厚

３

４

縄文土器
深fA

落ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 ) '卜

)に ぶい責橙
勺)灰責
め にぶい責橙 良好 粗

外面貼 り付け突帯、突帯部にD字型刻み
目文施す 粘土紅痕あり、内外面ナデ

縄文土器
深鉢

落ち込みB

口径
器高 (残 )

責
責

責

灰

灰

灰

外
内

断 良好 粗

外面貼 り付け突帯、突帝部にD字型刻み
目文施す 粘土紐痕あり、内外面ナデ
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挿図
香号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

縄文土器
深鉢

落ち込みB
残径

訳
口
器

責
黄
黄

灰
灰
灰

暗
暗
暗

外
内
断

やや
不史

粗

外面に貼 り付け突帯、内外面ナデ

縄文土器
深鉢

落 ち込み B

口径 (復 )   28ィ
器高 (残)   111

褐
褐
褐

責
責
責

外
内
断 良好 粗

デ、政
ナ
み

舟
國

ナ
都

コ
帯

ョ
突

面外

帝

内

突
外面に貼 り付け
(0字 )施す

外面に少量のベンガラ付
着 ?

133
器
重

師
型

土
小 落ち込みB

径

高
口
器

外
内
断

にぶい責橙
暗灰責

良好 密

外面ヘラミガキ、底部ヨコナデ、内面ナ
デ 粘土紅紺あり、日縁部ヨコナデ

134
弥生土器

落 ち込み B

器高 (残)   2C 外
内
断

責灰
暗灰黄
黒褐 良好 やや粗

内外面ナデ クシ描きによる波状文 ●
条/単位)施す

弥生土器
落ち込みB

器高 (残)   22 灰
灰
灰

黄
黄
責

外
内
断 良好 やや粗

内外面ナデ、外面口縁帯部に瓜形文と円
形浮文施す

外面くぼみにわずかに朱
が残る (全体に塗布され
ていたものと思われる)

136
弥生土器

落 ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい掲
にぶい責褐
にぶい褐 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ 二重口縁

土師器
落ち込みB

復
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
橙
灰白 良好 やや粗

外面クシロ・ヨコナデ・ナデ、内面ヨコ
ナデ ケズリ、国縁部磨減 (外面口縁端
部にハケロがあったと思われるが不明)

土師器
小型丸底重

落ち込みB

口径
器高

外)にぶい責橙
内)に ぶい責橙
断)にぶい責橙 良 好 密

外面ナデとハケロ、内面ヘラケズリ、日
縁郡ヨコナデ

底部全体と一部口縁に媒
付着

土師器
小型九底壺

落ち込みB

口径
器高

昔
（

い
褐

褐

ぶ
責

黄

に
灰

灰

外

内

断 良好 径

内外面ナデ、日縁部ヨコナデ、内面底部
指押さえ

外面体部と胴部に媒付着

土師器
小型九底壺

落ち込みB

口径
器高 (残 )

橙
橙
橙

外
内
断 良好 密

外面ナデ ハケロ、内面ナデ ヘラケズリ、
国縁部ヨコナデ

土師器
小型九底壺

落ち込みB

口径      ―

器高 (残)   78
外)黒褐
内)にぶい橙
断)灰掲

や
良

や
不 密

外面タテハケ ヨコと斜めハケ 頸部ヨ
コナデ、内面顎部ヨコナデ 指ナデ 粘
土紐痕あり

体部全面的に煤付着、作
りが歪、鉄分付着、外面
体部に5 6つのケズレ
あり

142
土師器

ミニチュア土器
奏

落ち込みB

□径 (復 )

器高
外)にぶい黄橙
内)にぶい橙
断)日き灰 良好 密

内外面ヨヨナデ ナデ 粘土紅痕、内面
顕部指押さえ指押さえ、外面に粘土紐痕

土師器
ミニチュア
九底壺

落ち込みB

口径
器高 (残 )

黄
黄
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

内外面 ヨコナデ ナデ、外面上部に文
様ヵ 底都指押さえ、内面粘土紐痕あり

弥生土器
甕

落 ち込み B

径
高

口
器

黄
黄
黄

浅
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面タタキロ、内面板ナデと指押さえ、
日縁部ヨコナデ

外面胴部中半と底部
面胴部上半から底部 t

けて媒付着

内

か

土師器
奏

落ち込みB

復
残

径
高

口
器

外
内
断

灰 オ リーブ

灰

灰 オ リーブ 良好 密

外面タタキロ、内面ナデ 粘土紐痕、日
縁部ヨコナデ

外面口縁部に煤付着

土師器
甕

落 ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)灰責
断)オ リーブ黒 良好 密

外面ナデ 5条 /cmのハケロ、内面ナデ
ヘラケズリ、国縁部ヨコナデ

土師器
有孔鉢

落ち込みB
底径
器高 (残 )

外)に ぶい黄
内)にぶい責橙
断)黒 良好 やや粗

内外面ハケロ (外底面除く)、 外底面ナ
デ

穿子しあり

土師器
甕

落 ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 )

クト)にぶい責
内)にぶい責橙
断)に ぶい黄

良好 密

外面ナデ タテとヨコ方向のハケロ、内
面ナデ ヨコと斜め方向のヘラケズリ、
日縁部ヨコナデ

土師器
高杯

落ち込みB

口径 (復 )

器高
外
内
断

淡赤橙
責灰

良好 密

外面ナデ、内面ナデとヘラケズリ、日縁
ithヨ コナデ

内面全体に媒付着

瑞蔀
落ち込み B

口径 (復 )

器高
外)にぶい責橙

内)にぶい責橙

断)黒
や
良

や

不 密

外面ナデ、内面板ナデとナデ、日縁部ヨ
コ ナ デ

3ヶ 所透か しあ り

土師器
高杯

落ち込みB

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい黄橙
内)橙
断)にぶい責 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ、外面杯部下半ノ

ケロ

鰯蔀
落ち込み B

口径

器高 (残 )

外)にぶい黄
内)灰責
断)暗灰

や
良

や

不 粗

外面ナデ 8条 /cmハ ケロ ヘラミガキ、
内面ヘラミガキ、回縁部ヨヨナデ

外面 口縁部 に煤付着
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端部
落 ち込み B

残
径
高

日
器

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)黒

やや
不良

密

外面ハケロ (8条 /cm)上からナデ調整、
内面ナデ (板ナデ)、 口縁部ヨコナデ

端諦
落 ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 )

外)灰責
内)に ぶい責橙
断)暗灰

や
良

や
不 密

外面ナデ 粘土紐痕、内面板ナデ (かす
かに痕跡)、 口縁部ヨコナデ

外面口縁部に煤付着

端蔀
落 ち込み B

器高 (残)    6と 橙
橙

赤
赤
灰

外
内
断

良好
(硬 質)

密

外面ハケ ロ (ヨ コ方向のミガキ線 も入
る)。 上部ミガキ、内面杯部ミガキ (放

射状)脚 部ナデと下部にケズリ

端蔀
落 ち込み B

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責
内)黄灰
LF)ォ リーブ黒 良好 密

外面タテ方向ヘラナデ ヨコナデ、内面
しぼリロ ナデ ヨコナデ

輔蔀
落 ち込み B

残
径
高

医
器

外)にぶい橙
内)にぶい黄橙
断)オ リーブ黒

やや
不良

密

外面ナデ・粘土紐痕、内面ヘラケズリ
ナデ 板ナデ 脚底部ヨコナデ

石錘 落ち込みB

長

幅

厚

重

9ι

7〔

5(

5441F

砂岩

敲石に転用した可能性あ
り

石核 落ち込みB

長
幅
厚

残
残
残
重

61
2乏

3[
567p

サヌカイト

二上 山産

剥 片 落 ち込み B

長
幅

厚

重

４‐
疫
■
鍵

サヌカイト

二上山産

剥片 落ち込みB

長残
幅

厚

重

4モ

4〔

1モ

357F

硬質凝灰岩

擦痕 あ り

弥生土器
第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

責
責
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

口縁部内外面ヨコナデ (外面強いヨコナ
デ)、 外面頸部 ミガキ (消 えかかってい
る)、 内面顎都ナデ

西部瀬戸内系 ?

土師器
菱

第V層

復
残

径
高

口
器

1■4
45

外
内
断

にぶい責橙
にぶい黄橙
黄灰 良好 やや粗

内外面ヨコナデ ナデ、外面口縁部に 4
条の波状文とD字形刻み目文と列点文
施す・貼り付け突帯、内面口縁部に6 7
条の波状文 口縁端部に刻み目文施す

土師器
第 V層

口径 (復 )

器高
外
内
断

灰責
にぶい橙
灰黄 良好 密

外面ナデ・8条 /cmの ハケロわずかに残
る、内面 8条 /cmョ コハケロ、日縁端部
ヨコナデ

須恵器
小型九底重

第V層

口径
器高

橙
橙

外
内
断 良好 密

外面板 ナデ、内面 ナデ、日縁部 ヨコナデ

土師器
甕

第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

灰責
にぶい責橙
責灰 良好 やや狙

口縁部内外面ヨコナデ、外面体部タタキ
(7条 /単位 )、 内面体部板ナデで上部に
指押さえ

内外面に煤付着

167
土師器
甕

第V層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

灰責
にぶい責橙
灰 良好 密

口縁部内外面ヨコナデ、外面体部タタキ、
内面体部ナデ (指押さえの痕跡残る)

168
土師器
甕

第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)灰オリープ
内)にぶい責橙
断)灰黄

や
良

や
不 密

口縁部ヨコナデ、内外面板ナデ (内 面下
方の石少量とぶ)

169
土師器

菱
第V層

復
残

径
高

口
器

白
白

白

灰

灰

灰

外
内
断 良好 密

口縁部内外面ヨヨナデ、外面体部ハケロ
(8条 /単位)、 内面体部ハケロ・指押さえ
板ナデの痕跡残る

土師器
妻

第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

白
白
灰

灰
灰
暗

外
内
断

やや
不良

密

外面ナデ、内面指押さえ 粘土紐痕、ロ
縁部ヨコナデ

土師器

甕
第V層

口径 (復 )

器高 (残 )

責
黄

灰
灰

暗
暗
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面ハケ後ヨヨナデ、内面ヨコナデ 頸
部指押さえとナデ、粘土継ぎ目痕あり

外面に媒付着しているが
断面にも観察できる、九
州系 ?

土師器
発

第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
灰白
仄

や
質

や
軟 やや粗

口縁部内外面ヨコナデ (磨減のため不明
環)、 外面体部ハケロ、内面顕部体部ケ
ズリ (磨滅のため不明瞭)

韓式系土器
箋

第V層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内

断

にぶい責橙
にぶい黄橙
灰白 史好 やや粗

内外面ヨヨナデ、外面タテ方向のハケ (ヨ

コナデにより消されている)

土師器
杯 第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)に ぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)灰 良好 やや粗

勺外面ナデ (調整不明瞭)
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珊蔀
第 V層

復
残

径
高

底
器

外
内
断

責灰
にぶい責橙
灰黄

良好 やや粗

外 面 ミガキ、内面ハ ケ ロ、脚底部 内外 面
ヨコナデ

穿子Lあ り

土師器

小型丸底重
第V層

口径 (復 )

器高

２

２

外
内
断

灰白
灰白
灰白 食好 密

外面上半ヨコナデ 下半ハケロ、内面上
半ハケロ後ヨコナデ (ナ デ消している)

下半ナデ

土師器
小型九底重

第 V層

口径 (復 )

器 高

＆

２
外)橙
内)橙
断)にぶい褐

良好 密

内外面 ヨコナデ  ミガキ 底部暦滅 のた

め不 明、外面下半 ケズ リ

赤

着
か
付

の

の

た
も

け

な

受
う

を

よ

火

の

は
煤

面

ヽ

外
変

178
古式土師器

高杯
第V層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

暗灰責
暗灰責
にぶい黄褐 良好 密

外面ヨコ方向ヘラミガキとタテ方向細か
いヘラミガキ、内面ヨコとタテのヘラミ
ガキ・しぼり日、口縁部ヨコナデ

粗雑 なつ くり

179
土師器
高杯

第 V層

底径 (復 )

器高 (残 )

外)橙
内)橙
LF)に ぶい橙 良好 やや粗

外面ハケロ (少 し残る)ミ ガキ (面取
りしているようである)端 部ヨヨナデ、
内面しばり痕 ナデ 調整不明部分あり

穿子しは 3ケ 所

須恵器
把手付椀

第V層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

内外面回転ナデ、外面把手取 り付け付近
ナデ、クシ描きによる波】大文(4条 /単位)

施す

須恵器
蓋 第 V層

口径 (復 )

器高
灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

再外 面回転 ナデ  ナデ

182
須恵器
杯

第V層

口径 (復 )

最大径 (復 )

器 高

‐４

ｈ

３

灰褐
灰
仄

外
内
断 堅緻 密

外面上半と内面回転ナデ、外面下半回転
ケズリ

183
須恵器
杯 第 V層

３

ａ

５⑭鱒
径
台
高

日
高
器

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

外面回転ナデ 回転ケズリ、内面回転ナ
デ、カマ記号あり

184
須恵器

皿
第V層

□径
器高

５

つ

白

白

白

灰

灰

灰

外

為

新
や
質

や
軟 密

勺外面回転ナデ ナデ

須恵器
杯

第 V層

口径 (復 )

器高

白

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 堅級 密

勺外 面 回転 ナ デ (外 面底 部 は除 く)、 列
面底部ナデ・粘土貼 り合わせた痕跡 あ り

須恵器
杯 第V層

復径
高

口
器

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

勺外面回転ナデ ナデ、外面底部に粘土
Lぎ 目痕残る

須恵器
杯

第 V層

口径 (復 )

高台径 (復 )

器高

外)オ リープ灰
内)灰褐
断)外 オリーブ灰
内灰褐

堅級 密

勺外面回転ナデ・ナデ、外面高台貼 り付
)の ヨヨナデ

須恵器
杯

第V層

口径 (復 )

高台径 (残 )

器高

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

外面回転ナデ 高台貼 り付けのヨコナデ・

ナデ、内面回転ナデ

須恵器
杯

第 V層

復
残

径
高

底
器

自
白

白

灰

灰

灰

外
内

断 堅緻 密

氏部ヘラ切 り、内外面朝輯ナデ、貼 り付
け高台部接合後ナデ

須恵器
高杯

第V層

底径
器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅級 密

'卜

面と内面下半回転ナデ、内面上半しぼ
り痕

須恵器
奏

第 V層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰

灰

灰

外
内

断 良好 密 狩醐
と

ぎ妙翻
回

ヽ

面

デ

外

ナ
内面 回転 ナデ .

平瓦 第V層

長
幅

残
残
厚

灰
　
白

責
灰
灰

外
内
断

良好
(硬 質)

密

凸面布目痕、四面縄ロタタキ、端部ヘラ
切り後未調整

全体的に雑な作 りであ
る、ヘラ切 り部分は乾燥
時下側にあったのか拉げ
ている

平瓦 第 V層

長
幅

残
残
厚

外)灰白・仄
内)灰白
LT)灰 白

や
質

や
軟 やや粗

L面布 目 (ナ デ消 している部分あり)・

市とじ目・面取 り施す、凹縄 ロタタキ、
特部ヘラ切り

釜体 に磨滅 している

土師器
紡錘車

第V層

直径
厚

ブ

ブ

ブ

一　
一　
一

オ

オ

オ

灰

灰

灰

外

内

断 良好 密

/1・ 断面にベンガラ付着 P

韓式系土器
小片

第 V層

器高 (残)   21 外
内

断

灰白
にぶい橙
にぶい黄橙 良好 やや粗

71面格子 ロタタキ、内面ナデ 次質、外面 に煤付着

韓式系土器
小片 第V層

器高 (残)   24 橙

橙

灰

外

内

断 良好 密

朴面格子ロタタキ、内面ナデ 鉄質
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韓式系土器
小片

第 V層

最長
最大厚

５

４

褐赤
橙
責

淡
黄
灰

外
内
断

やや
不良

密

外面格子 ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片 第V層

最長      8i
最大厚     0て

外
内
断

暗灰黄
にぶい責橙
にぶい責橙 良好 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

第 V層
厚

長

大

最

最
外)にぶい責
内)にぶい黄橙
断)灰 良好 密

外面格子 ロタタキ、内面 ナデ

韓式系土器
小片

第V層

最長
最大厚

‐０

０ ４

外
内
断

にぶい黄橙
灰黄掲
灰黄褐

良好 密

外面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
甕

第 V層

器高 (残 )

灰
灰
灰

灰
責
責

外
内
断 良好 密

消

指

り

面
よ
内

渕
す、中駒

狩
腕

ガ

目
る
後

知
促
い
えヽ

面
て
さ

外
え
押

軟 質

韓式系土器
整

第V層

器高 (残 )   36 外)オ リープ黒
内)灰
断)灰赤 良好 密

タト面格子ロタタキ、内面ナデ 須恵質

砥 石 第 V層

長
幅
厚

残
残
残
重

67
34
文2

454g
粘板岩

裏面に溝 (P)3条あり、
擦痕は縦横にはしってし
る

景J片 第V層

長

幅

厚

童

59
23
04
43g

粘板岩

器種は不明だが製品として製
作しようとして失敗した (?)

ものと思われる、剥離は大ま
かなものだけ認められる

石 核 第 V層

長
幅

厚

重

５

４

２

Ｂ

玉作 の原石

206 削器 第V層

長残
幅
厚
重

60
44
10

311宣

サヌカイト

二上山産

石核 第 V層

長
幅
厚
重

51
28
■6

274g

サヌカイト

二上 山産

208 砥 石 第V層

長
幅

残
残
厚
重

87
72
26

1410質

泥岩

両面 に擦痕 あ り

209
器
壺

師
型

土
小

第Ⅵ層
(土器群C)

口径 (復)   7( 外
内

断

に
'ミ

▼
に

'ゞ

し
にメドヤ

橙
橙
橙

黄
黄
責 良好 密

内外面ナデ、日縁部ヨコナデ、粘土ひも
痕

土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群C)

復
残

径
高

口
器

外)にぶい責
内)にぶい責
断)にぶい責 良好 密

外面ヨコナデ タテ (斜め)方向粗いヘ

ラミガキ、内面口縁部ヨヨナデとヨコ (斜

め)方向ヘラミガキ 頸部から体部斜め
方向ヘラミガキ

土師器
奏

第Ⅵ層
(土器群C)

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄橙
灰責褐
灰 良好 密

外面タタキロ、内面ナデ、口縁部ヨコナ

土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群C)

復
残

径
高

口
器

外
内
断

灰黄褐
褐灰
灰責掲 良好 密

外面ナデ、内面ナデ・板ナデ ヘラケズリ、
口縁部ヨコナデ

器

甕

師

型
土

小
第Ⅵ層

(土器群C)

復
残

径
高

口
器

黄
責
灰

灰
灰
責

外
内
断 良好 密

外面口縁部と頸部板ナデ 体部タタキロ
粘土紙痕、内面ナデ、国縁部ヨコナデ

外 内面ともに少量の鉄
分付着

端訪
第Ⅵ層

(土器群C)

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい費橙
にぶい責橙
灰責 良好 密

外面板ナデ 指圧痕あり、内面ナデ、日
縁部ヨコナデ

土師器
高杯

第Ⅵ層
(土器群C)

口径 (復 )

器高 (残 )

外 )にぶい橙

内)浅黄橙

断)灰
や
質

や
軟 やや粗

外面杯部調整不明 脚部指押さえとミガ
キ、内面杯部ミガキとナデ (口縁部不明
瞭)脚 部ナデ

土師器
皮袋型土器

第Ⅵ層
(土器群C)

褐ぶ
橙
に
橙

小

勺

斬 良好 密

外面ナデとヘラミガキ、内面ナデ 休部長端に穿孔あり

土師器
特殊器台 P

第Ⅵ層
(土器群C)

器高 (残)   5C 褐赤明
橙

灰

本

勺

断 良好 やや粗

外面タガがはずれた跡 ヘラ描きによる
線刻あり、内面ナデ (調整不明瞭)

埴輪 の可能性 あ り

土師器 第Ⅵ層
(土 器群 D)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙

内)にぶい黄橙

断)灰
やや
不良

密

内外面ヨコナデ ナデ、外面に粘±7f■痕
あり
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挿図
番号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎 土 技法の特徴 備 考

土 師器 第Ⅵ層
(上器群D)

国径
器高

外)灰責
内)黒褐
断)責灰

やや
不良

密

外面ナデとハケロ、内面ナデと板ナデ、
国縁部ヨコナデ

底部 に黒斑あ り、やや粗
雑 なつ くり

220
土師器

小型丸底壼
第Ⅵ層

(土器群D)

器高 (残 )   llt 外)橙
内)橙
断)にぶい責橙 良好 密

外面ヘラミガキ、内面ナデ、粘土紐痕カ
り

外面に鉄分らしきもの付
着

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(上器群D)

口径
器高

外
内
断

にぶい責橙
灰黄
灰

やや
不良

密

内外面指押さえとナデ、口縁部指押さえ 外面胴部下半に媒付着

222
上師器

小型九底重
第Ⅵ層

(土器群D)

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
にぶい責橙 良好 密

外面ナデ、タタキロ、ヘラケズリ、内面
ナデとハケロ、口縁部ヨコナデ

223
土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群D)

回径 (復 )

器高
外
内
断

にぶい責橙
にぶい褐
褐灰 良好 密

外面タタキロ、内面板状工具によるナデ、
日縁部ヨコナデ

体部外面と底部内面に媒
付着

弥生土器
甕

第Ⅵ層
(土器群D)

残
径
高

口
器

外
内
断

にぶい黄
黄褐

良好 密

外面タタキロ、内面板ナデ (少量の石が
とんでいる)、 日縁部ヨヨナデ

225
土師器

甕
第Ⅵ層

(土器群 D)

口径 (復)   170
器高 (残)   48

黄

　

黄

灰
掲

灰

暗

責

暗

外

内

断 良好 密

外面タタキ、内面ナデ 粘土紐痕、日縁
部ヨコナデ

226
土師器 第Ⅵ層

(上器群D)

復
残

径
高

口
器

責
褐

灰
責

暗
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

内外面ヨコナデ ナデ (内 面板ナデ)

粘土紐痕

227
土師器
甕

第Ⅵ層
(上器群 D)

口径 (復 )

器高 (残 )

白
灰
白

灰
責
灰

外
内
断 良好 やや粗

口縁部内外面ヨコナデ (ナ デ上げ)、 外
面体部タタキ、内面体部ケズリ、粘土接
合痕あり

228
土師器
小型鉢

第Ⅵ層
(土器群D)

径
高

口
器

黄
責
黄

灰
灰
灰

外
内
断 良好 客

外面タタキロ、内面ナデ、日縁部ヨコナ
デ

内面胴部上半に媒付着、
穿孔 (外→内へ

)

土師器
有孔鉢

第Ⅵ層

(上器群 D)

ミ径
器高 (残 )

責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面指押さえ後ナデ 底都未調整、内面
ナデ 下部板ナデ、粘土継ざ目痕あり

穿孔あり

土師器
有孔鉢

第Ⅵ層
(土器群D)

底径
器高 (残 )

外
内
断

灰責褐

灰黄

灰
良好 やや粗

外底面に線刻あり、外面タタキ 底部ナ
デ、内面ナデと指押さえ

穿孔 あ り

土師器
有孔鉢

第Ⅵ層
(土器群 D)

弐径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい贅橙
にぶい黄橙
にぶい責橙 良好 やや粗

外面ナデと指ナデ台部指ナデと指押 さ
え、内面板ナデ (放射状に入る)

2ψ
弥生土器
高杯

第Ⅵ層
(土器群D)

器高 (残)    48 外
内
断

灰責褐
灰白
にぶい責橙 良好 やや粗

内外面に赤色顔料塗布 (ほ とんど剥がれ
ている)、 内外面 ミガキ (ほ とんど消え
ている)

端訪
第Ⅵ層

(土器群D)

口径 (復 )

器高 (残 )

２０

４

外
内
断

にぶい黄
にぶい黄
灰

や
良

や
不 密

外面ヨヨナデ・ナデ、内面ヨコナデ 板
ナデ

2割 端訪
第Ⅵ層

(土器群D)

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
にぶい黄橙

灰
良好 密

内外面ナデ、ヨコナデ、外面に波状文
刻み 目文 9条 のクシ描 き文 ,9条の波
状文施す

脚部に5ケ 孔を穿つ (外
→内)

非常に丁寧なつくり

端蔀
第Ⅵ層

(上器群D)

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
にぶい褐 良好 密

外面 13条のヘラ描き沈線と線刻文を施
す 脚下部タテ方向ヘラミガキとナデ、
内面杯底部ヘラミガキが残る ナデ し
ぼり目 脚底部少量の石がとぶ

円形の透かし4カ 所穿つ

輔蔀
第Ⅵ層

(土器群D)

底径
器高 (残 )

掲
褐

責
黄
灰

外
内
断 良好 粗

外面ヘラナデ、内面ナデ、脚底部ヨコナ

土師器 第Ⅵ層
(土器群E)

日径 (復 )

器高 (残 )

オ

オ

オ

灰
灰
灰

外
内
断

リーブ
リーブ
リーブ 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ

剥 片
第Ⅵ層

(土器群D)

長
幅

厚

重

８

６

２

２

サヌカイト

二上 山産

土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群E)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)灰オリーブ
(口縁部)

内)黒
断)灰

良好 やや粗

外面ヨコナデ ナデ タタキ、内面ヨコ

ナデ ナデ
内面 (残っている部分;

黒斑 ?

240
土師器
養

第Ⅵ層
(土器群E)

口径 (復 )

器高 (残 )

５５

９ ８ 責
褐
灰

責
暗
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面ハケロ (ヨ コ・タテ 斜め)、 内面
ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

外面体部上半に煤付着
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番 器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

土師器

小型丸底壷
第Ⅵ層

(土 器群 E)

口径 (復 )

器高
外
内
断

にぶい黄橙
にぶい黄橙 や

良
や
不 密

外面ナデ、内面板ナデ 指押え 粘土組
痕あり

体部中半部から底部にか
けて媒付着

242
土師器

小型丸底壺
第Ⅵ層

(上器群E)

径
高

口
器

外
内

断

淡赤橙
淡赤橙
淡赤橙

良好 密

風

キ

文

ガ

暗

ミ

く

面
キ
内

ガ

ヽ
デ

ミ
リ

ナ

ラ
ム
ワ
コ

ヘ
痕

ヨ

面

目
部

外

ケ
縁

わずかにハ
(暗文風)、 口

243
土師器 第Ⅵ層

(土器群F)

径
高

口
器

‐４

２６

外
内
断

にぶい黄橙
褐灰
黒褐 良好 密

外面ハケロ (ヨ コ タテ 斜め)、 内面
頸部斜めハケロ'体部ヘラケズリ・体都
上部に粘土紐痕と指押さえあり、国縁部
ヨヨナデ

二重口縁、国縁部から体
部下半にかけて煤付着

244
土師器

菱
第Ⅵ層

(上器群F)

復径
高

口
器

135
21C

外
内
断

浅責橙
にぶい黄橙
灰

良好 密

外面ハケロ、内面ナデと指押さえ、日縁
部ヨコナデ

体部外面中央部と底部内
面に媒付着

土師器 第Ⅵ層
(土器群 F)

口径     147
器高 (残)   12E

外)にぶい橙
内)にぶい橙
断)― 良好 密

外面体部ハケロ (タ テ ヨコ 斜め )、

内面体部ナデ ヘラケズリ 粘土紅痕、
口縁郡ヨコナデ

外面体部上半に煤付着

土師器 第Ⅵ層
(土器群F)

径
高

口
器

外 )にぶい責橙

内)にぶい褐

断)灰 良好 密

口縁部ヨヨナデ、外面ナデ 5条 /cmの荒
いハケロ、内面ヘラケズリ

247
土師器 第Ⅵ層

(土器群F)

口径 (復 )

器高 (残 )

責
責
褐

灰
灰
黒

外
内
断 良好 密

外面ナデ 7条 /cmのハケロ、内面ナデ
ヘラケズリ 粘土紅痕あり、口縁部ヨコ

ナデ

外面月Π部に煤付着

248
器

壺

師

底
土
九

第Ⅵ層
(上器群F)

回径 (復)   10乏
器高     14[

責
黄

灰

灰

本
勺

斬 不 良 密

口縁部ヨコナデ、内外面指押え、外面′

ケロ、内面指ナデ

土師器
箋

第Ⅵ層
(土器群F)

器高 (残)  15を 責

責

灰

浅

灰

責

本

内

断 良好 密

外面指押さえ後にハケロとナデ、内面ナ
デと指押さえ

休部外面に媒付着

土師器
椀

第Ⅵ層
(上器群 F)

径
高

口
器

91
6モ

外)にぶい責
内)にぶい責
断)責褐

や
良

や
不 密

内外面ナデ、日縁部ヨヨナデ 内面 に媒付着

珊訴
第Ⅵ層

(土器群F)

径
高

口
器

褐

橙
橙
灰

外
内
断

やや
不良

密

外面ナデ、内面ナデ 脚部にしはり痕と
ヘラケズリ、口縁部ヨコナデ

土師器
高杯

第Ⅵ層
(土器群F)

口径 (復 )

器高 (残 )

７

４

外
内
断

にぶい責
にぶい責
黄褐

良好 密

内外面ヨコナデ・ナデ、外面に稜線・粘
土紅痕あり

鞘部
第Ⅵ層

(上器群F)
残

径
高

口
器

外)にぶい黄橙
内)にぶい黄橙
断)にぶい責橙 良好 密

外面ナデ、内面ナデ 板ナデまたは4条
/cmのハケロ、口縁部ヨコナデ

輔蔀
第Ⅵ層

(土器群F)

⑭
働

径
高

口
器

176
51

外
内
断

にぶい責

浅責

灰
や
良

や
不

密

内外面ヨコナデ・ナデ

255
土師器
高杯

第Ⅵ層
(土器群F)

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙

灰責

や

良

や

不 密

外面ナデ 板ナデ、内面ヨコ方向ヘラク
ズリ ナデ

256 鞘蔀
第Ⅵ層

(土器群F)

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責褐
にぶい責褐
にぶい責褐 良好 密

外面ナデ、内面ヨコ方向ヘラケズリ ナ
デ

257 鰯絲
第Ⅵ層

(土器群F)

径
径
高

口
底
器

灰
灰

暗
暗
灰

外
内
断 堅緻 密

内外 面回転 ナデ、口縁部 と端部 ヨコナデ 脚郡 四方 に透か し

須恵器
杯蓋

第Ⅵ層
(土器群G)

径

高
口
器

灰
灰
オ

外
内
断 リーブ灰

堅緻 密

外面上半回転ヘラケズリ 下半ナデ、内
面ナデ

内面鉄分付着

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(土器群H)

径
高

口
器

外
内
断

にぶい黄
黄灰
責灰 良好 密

外面板 ナデ、内面 ナデ と指押 さえ

土師器
長票壷

第Ⅵ層
(土器群H)

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄
にぶい黄

良好 やや粗

内外面ヨコナデ 板ナデ

器
壺

師
底

土
九

第Ⅵ層
(上器群H)

器 高 (残 ) 71)に ぶい黄
勺)暗灰責
め 黄灰

や
良

や
不 やや粗

内外面板 ナデ、 日縁部 ヨコナデ 氏部 に黒斑 あ り

朗蔀
第Ⅵ層

(土器群 I)

８
Ｂ

径
高

口
器

灰褐

橙
橙
朔

外
内
断 良好 密

外面ナデと粗いヘラミガキ、内面杯部ナ
デ 脚部ハケロ、杯部口縁ヨコナデ
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263 瑞訪
第Ⅵ層

(土器群H)

器高 (残)   5( 外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰白 良好 やや粗

外面ハケロ 脚上部指押さえの痕跡残る、
脚下部に刺突文と穿孔、内面上半しばり
痕 下半ナデ

穿孔は3ケ 所確認できる
が 4カ 所あけていたと思
われる

珊蔀
第Ⅵ層

(土器群 I)

径
高

口
器

外
内

断

にぶい橙
にぶい橙

灰責橙
良好 密

外面 ナデ 6条 /cmの ハケ ロ、内面 ナデ、

国縁 都 ヨコナデ

265 鶴部
第Ⅵ層

(土器群 I)

径
高

口
器

自

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 良好 密

内外面ナデ、国縁部と杯底部ヨコナデ

土師器
小型九底壺

第Ⅵ層
(土器群」)

径

高
ヨ

器
外
内
断

にぶい黄橙
灰黄褐

良好 密

外面ナデと板ナデ ヘラケズリ、内面ハ
ケロとナデ、日縁部ヨヨナデ、粘土紐痕
あり

体部外面一部に黒斑あり

267
土師器

小型丸底壺
第Ⅵ層

(土器群 L)

径
高

口
器

黄

黄

黄

浅

浅

灰

外

内

断
や
良

や

不 密

外面ナデ、内面板ナデと指押さえ、口縁
部ヨヨナデ

弥生土器
奏

第Ⅵ層
(上器群M)

残
径
高

口
器

外)責褐
内)に ぶい黄掲
断)にぶい責掲 良好 やや粗

内面に粘土紐痕が多く残っている、外面
ヨコ方向ヘラミガキと斜め方向ヘラミガ
キ、内面顕部ヨコ方向ヘラミガキ・体部
ナデ、口縁部ヨヨナデ

内外面にベンガラ付着、
後期 P

269
土師器

小型丸底壷
第Ⅵ層

(土器群M)

径
高

口
器

8〔

13Z
外)にぶい黄橙
内)にぶい責橙
断)灰褐 良好 密

外面ナデとハケロ、内面ナデと指押さえ、
国縁部ヨコナデ

土師器
小型九底壷

第Ⅵ層
(上器群M)

径
径
径
高

口
頸
胴
器

灰
掲

普
（里
ト

外
内
断 良好 密

フト面ナデ、内面指押えとナデ、口縁部ヨ
コナデ

粗雑なつくり

土師器
小型九底壷

第Ⅵ層
(土器群M)

径
高

口
器

責
黄

灰
仄
灰

外
内
断 良好 密

外面板ナデ、内面ナデと指押さえ、日縁
部ヨコナデ

外面口縁部から底部にか
けて
内面口縁部と底に媒付着

272
土師器
ニチュア壷

第Ⅵ層
(上器群M)

口径
器高

外)にぶい橙
内)にぶい橙
断)灰 良好 密

内外面指押さえとナデ、国縁部ヨコナデ 底部穿孔あり

土師器
小型丸底重

第Ⅵ層
(上器群 M)

径
高

口
器

外)にぶい責褐
内)にぶい責橙
断)にぶい責褐 良好 密

外面板ナデ、内面ナデ、口縁部ヨコナデ、
内面底部指押え

土師器
小型九底三

第Ⅵ層
(上器群M)

径
高

口
器

黄
黄

灰
灰

暗
暗

外
内
断 良好 密

内外面 ナデ と指押 さえ、口縁 部 ヨヨナデ 粗雑なつくり

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(上器群 M)

器高 (残 ) 外)橙
内)にぶい褐
断)灰責 良好 密

外面指押さえとナデ、内面指押さえと板
ナデ

粗雑 なつ くり

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(土器群M)

口径

器高
外)にぶい橙
内)灰責褐
断)灰 良好 密

外面ヘラケズリ、内面指押さえとナデ、
口縁都ヨコナデ

外面胴部下半に媒付着

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(土器群M)

器高 (残)  715 外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)黄灰 良好 密

外面ハケロ、内面ヘラケズリ 頸部ヨコ

ナデ
底部に穿孔あり、打ち欠
きあり

土師器
小型九底重

第Ⅵ層
(土器群M)

□径
器高

黄
責

灰
灰
灰

外
内
断 史好 密

外面ハケロ、内面ヘラケズリ、国縁部ヨ
コナデ

体郡 中半部 に黒斑 あ り

弥生土器 第Ⅵ層
(上器群M)

口径
器高

責
褐

浅
責
灰

外
内
断 良好 密

口縁部ヨコナデ、顕部ナデ、外面体部と
底部粗いヘラミガキ 下半部ヘラケズリ、
内面体部粗いヘラケズリ 上半部ヘラケ
ズリと指押さえ

280
土師器
甕

第Ⅵ層
(上器群M)

復径
高

口
器

褐
黄

責
浅

外
内

断 良好 密

外面ハケロ、内面ヘラケズリと指押さえ、
国縁部ヨコナデ

国縁部 と体部外面、底部
内面 に媒が付着。

土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群M)

口径 (復 )

器高 (残 )

黄
黄
黄

灰
灰
灰

暗
暗
暗

外
内
断 良好 密

外面ナデ、内面ヘラケズリ 粘土紅痕あ
り、日縁都ヨコナデ

282
器

重

師

型

土

大
第Ⅵ層

(土器群M)

口径
器高 (復 )

器高 (残 )

％

５２

４６

責
　
灰

浅
黒
責

外
内
断 良好 密

口縁部ヨコナデ、頸部ナデ、外面頸部と
体部ハケロ、内面体部上半ハケロと指押
さえ ヘラケズリ 下半指押さえ

体部内面下半部 に媒が付
着

土師器
丸底重

第Ⅵ層
(上器群M)

国径 (復 )

器高 (残 ) 責
橙
灰

外
内
断

やや
不良

密

口縁部と顕部ヨコナデ、外面体部ハケロ、
内面体部ヘラケズリ

体部上半部に黒斑あり

土師器
発

第Ⅵ層
(上器群M)

口径 (復 )

器高 (残 )

黄灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

口縁部内外面ヨヨナデ、外面体部ハケロ、
内面体部ケズリ後ナデ
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土師器
甕

第Ⅵ層
(土 器群M)

口径 (復)   16ウ
器高 (残)   5と

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
黄灰 良好 密

口縁から体部にかけてヨコナデ、外面体
部ハケロ、内面体部ナデ ケズリ 粘土
継ざ目痕あり、外面ハケロは消えかけて
いる

土 師器九底壺
第Ⅵ層

(上器群M)

国 径

器 高

外
内
断

灰責

灰 オ リーブ

灰
良好 密

外面体部板ナデ、内面体部ヘラケズリ、
口縁部と頸部ヨコナデ、粘土紅痕あり

胴部 に黒斑 あ り

土師器 第Ⅵ層
(上器群M)

口径 (復)   14モ
器高 (残)   10(

外)オ リーブ黒
内)責灰
断)灰 良好 密

口縁部ヨコナデ ナデ、外面頸 体部 8
条 /cmの ハケロ、内面頸部指押さえ 体
部ヘラケズリ

土師器 第Ⅵ層
(土器群M)

口径      18∠
器高 (残)   4Z

外)にぶい橙
内)にぶい橙
断)にぶい褐 良好 密

内外面 ヨコナデ  ナデ

土師器
甕

第Ⅵ層
(土器群M)

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい責褐
にぶい責褐
灰責褐 良好 密

口縁部ヨヨナデ、外面ナデ ヘラケズリ
内面ナデ・指押え 粘土紐痕あり板ナデ
ヘラケズリ、内面板ナデ ヘラケズリ
内外面に粘土紐痕

土師器
小型鉢

第Ⅵ層
(土器群M)

径
高

口
器

外)灰責
内)オ リーブ黒
断)オ リープ黒 良好 密

内外面ナデ、内面に指圧痕あり、日縁部
ヨコナデ

体部中半部～底部にかけ
て黒斑あり

土師器
椀

第Ⅵ層
(土器群M)

径
高

口
器

外)明褐灰
内)にぶい橙
断)灰白

やや
不良

密

外面ナデ、内面板ナデ、口縁部ヨコナデ、
粘土紐痕あり

粗雑なつくり

端訪
第Ⅵ層

(土器群M)

径
高

口
器

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)オ リーブ黒 良好 密

外面ナデとヘラミガキ、内面ナデとヘラ
ミガキ、ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

瑞蔀
第Ⅵ層

(土器群M)

氏部 (復 )

器高 (残 )

外)灰黄
内)にぶい黄
断)灰責 貞好 密

外面ヘラナデ・ナデ、内面ナデ 4方に円形の透かしを穿
つ (外→内へ)

294 端部
第Ⅵ層

(土器群M)

復
残

径
高

底
器

外
内
断

暗灰責

灰責
オ リーブ黒

やや
不良

密

外面粗いヘラミガキ、内面ナデ、脚底部
ヨコナデ

瑞訪
第Ⅵ層

(上器群M)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責
内)にぶい責
断)オ リーブ黒 良好 密

外面ヘラ状工具による (ヘ ラナデカ)

ナデ、内面しばリロ ヘラケズリ、脚底
部ヨコナデ

296 瑞諦
第Ⅵ層

(土器群M)
残

径
高

底
器

橙
橙

ぶ

ぶ
灰

に

に
掲

外
内

断 良好 密

外面ナデ 粘土紐痕あり、内面ナデ ヘ
ラケズリ ヘラ押さえ しぼり目あり、
脚底部内外面ヨコナデ

砥 石
第Ⅵ層

(土器群M)

長
幅

厚

重

・６

５

上

側

砂岩

打ち割り時の凹凸がやや残る所あり 勾玉みたいなもの

298 敲石
第Ⅵ層

(上器群M)

長
幅

厚

重

130
75
50

6957g

砂岩

打撃痕あり

台 石
第Ⅵ層

(上器群M)

長残

厚

重

105
94

35246g 流紋岩 ?

流紋岩ヵ

3Э0 瑞蔀
第Ⅵ層

(上器群N)
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
にぶい橙

や
良

や
不 密

外面ヘラミガキ、内面ナデ・粘土紐痕、
日縁部ヨコナデ

韓式系土器
斐

第Ⅵ層
(上器群N)

器高 (残)   43 外
内
断

灰責褐
灰
灰黄掲 良好 やや粗

外面格子ロタタキ、内面調整不明 軟 質

土師器
小型九底童

第Ⅵ層
(土器群0)

器高 (残)   70 外)にぶい責橙
内)灰責褐
断)にぶい黄橙 良好 密

外面板ナデ、内面ナデと指押さえ、粘土
紐痕あり

土師器
鉢

第Ⅵ層
(土器群0)

口径 (復 )

底径
器高

２

４

■

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)灰白 良好 やや粗

外面タタキ 底部未調整、内面回縁端部
ナデ 板ナデ

外面口縁部に媒付着

土師器 第Ⅵ層
(土器群0)

径
高

口
器

外
内
断

灰責褐
灰黄褐
灰責褐 良好 密

内外面ハケ ロ、国縁部 ヨコナデ 胴部に穿孔あり

土師器
器台

第Ⅵ層
(土器群Q)

口径
器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰 良好 密

外面板ナデ ヨヨナデ、内面板ナデ ナデ
ヨコナデ、内外面に粘土紐痕あり

脚部中段に2段計 13コ
の穿子しあり

土師器
無頸壺

第Ⅵ層

(上 器群 Q)

口径 (復 )

器高 (残 )

黄
黄
灰

灰
灰
黄

外
内
断 良好 密

外面ヘラミガキ、内面指押さえと板ナデ、
口縁部ヨコナデ

外面一部口縁から胴部下
部にかけて媒付着、顕部
に穿孔あり

-77-



図
号

挿
番 器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎  土 技法の特徴 怖 考

器
壺

師
頸

土
長 第Ⅵ層

残
径
高

口
器

外)に ぶい責

内)灰黄褐

断)にぶい橙
良好 密

内外面ヨコナデ・板ナデ (外面タテ方向、
内面ヨコと斜め方向)、 内面に粘土紐痕
指押さえ

外面回縁部から体部上半
にかけて煤付着

土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

本)にぶい黄橙
有)にぶい黄橙
断)灰 良好 密

口縁部ナデ、内面口縁下部ケズリ ロ縁
端部面取 り施す

吉備系土器力 (F古墳時
代の研究』610-a期
庄内式並行)

弥生土器
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)仄

やや
不良

密

外面口縁部に竹管文施す 頸部に細かい
ハケロ、内面ヨコナデ・ナデ 頸部に粘
土紐痕

土師器
ミニれア重

第Ⅵ層

器高 外)にぶい橙
内)褐灰
断)黄灰 良好 密

内外面ナデ、内面頸部から肩部にかけて
しばり痕あり

土師器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

責褐

暗灰責

灰 オ リーブ
やや
不良

密

内外 面 ヨコナデ  ナデ、内面顕部指押 さ

土師器
第Ⅵ層

口径      92
器高 (残)   61

外
内
断

灰責
灰責
オリーブ黒 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ

弥生土器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)に ぶい責橙
断)灰 良好 宮

内外面 ヨコナデ  ナデ 二重 口縁 、内面 に煤付 着

器牡
士霊

弥
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

黄
灰
責

灰
責
灰

外
内
断 良好 密

内外面ヨヨナデ ナデ 二重口縁、内面口縁部に
煤付着

土師器
小型九底壺

第Ⅵ層

器高 (残)   」 外
内
断

にぶい橙
灰責褐
灰白

やや不 良 密

外面ヘラミガキとヘラケズリ、内面指14

さえと板ナデとハケロ

器畳
士笠

弥
第Ⅵ層

]径
器高 (残 )

外)橙
内)灰責
断)にぶい橙 良好 密

内外面ナデ、内面に粘土紐痕あり 二重 口縁

土師器
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

外)にぶい赤褐
内)明赤褐
断)黄灰

やや
不史

やや粗

外面ヨコナデ・ナデ、内面ヨコナデ ナデ
ヘラケズリ・体部上部に指圧痕

全体的に雑なつくりで外
面は特に磨耗が者しい

土師器
奏

第Ⅵ層

復径
高

口
器

黄
　
褐

淡
灰
責

外
内
断 良好 密

外面タタキロ、内面ヘラミガキと指押さ
え、日縁部ヨコナデ

底部外面に黒斑を有する

土師器
甕

第Ⅵ層

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責
灰黄
灰責 良好 密

外面ナデ・タタキ、内面板ナデ 指圧痕
あり、口縁部ヨコナデ、内外面に粘土組
痕あり

320
土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
灰黄掲 やや

不良
密

外面タタキロ、内面ナデ 粘土紅痕、国
縁部ヨコナデ

321
土師器

甕
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

責
黄
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面口縁部ヨヨナデとナデ・体部タタキ
目 (下 方は磨耗)、 内面口縁部ヨコナデ・

頸部指押さえ 体部ナデ

外面 に少量の煤付 着

322
土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

黄
黄
責

灰
灰
灰

暗
暗
暗

外
内
断 良好 密

口縁郡ヨコナデ、外面タタキ、内面ナデ
ヘラケズリ

323
土師器
甕

第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

178
63

外
内
断

にぶい責褐
にぶい責掲
灰

やや
不良 循

外面体部タタキ、内面体部ヘラケズリ
ロ縁部ヨコナデ ナデ

324
土師器

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

明赤褐
にぶい赤褐
里 不 良 やや粗

外面ヨコナデ ナデ、内面ヨコナデ 板
ナデ、内面口縁部ヨコナデとヘラナデ
頚部指押さえ ,体部ヘラケズリ

粗雑なつくり

土師器
養

第Ⅵ層

復
残

径
高

国
器 灰

褐
褐
黄

灰
明
灰

外
内
断 良好 やや粗

内外面ヨコナデ、内面体部ケズリ、粘土
継ぎ目あり

326
土師器

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰褐
灰
灰

外
内
断 良 好 密

外面ヨコナデ ハケロ (少 しだけ見える)

内面ヨコナデ ケズリ

土師器
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

タト)責灰
内)責灰
断)責灰 良好 密

外面ヨコナデ 頚部ハケロ (ヨ コナデで
消えかけている)、 内面ヨコナデ・ケズ
リ

328
土師器
養

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

自

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 良好 やや粗

日縁部内外面ヨヨナデ (ナ デ上げ)、 外面
体都ハケロ、内面口縁部ハケロ 体部ケズ
リ、内面ハケロは日縁部全体に施されてい
たと思われるがナデにより消されている

-78-



挿図
番号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎  土 技法の特徴 備 考

土師器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

灰黄褐
にぶい黄橙
灰黄掲 良好 密

外面ヨコナデ 頸部にハケロ (ほ んの少
し見える)、 内面ヨコナデ・ケズリ、粘
上の接合痕が所々にみられる

土師器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

褐
褐
褐

外
内
断 良好 密

外面ヨコナデ ハケロ、内面ヨコナデ・

ケズリ

土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰白 良好 やや粗

口縁部と頸部ヨコナデ、外面体部ハケロ、
内面体部ケズリ

上師器
第Ⅵ層

口径     141
器高 (残)   73

外)浅責
内)にぶい黄褐
断)― 良好 密

外面ナデ 8条 /cmのハケロ、内面ナデ
ヘラケズリ、日縁部ヨコナデ

土師器
斐

第Ⅵ層

径
高

口
器

朴

勺

斬

にぶい黄
里

暗灰 良好 密

外面ハケロ、内面ヘラケズリ・指押さえ、
口縁部ヨコナデ

土師器
第Ⅵ層

口径
器高

14(
(残)  13( '卜

)にぶい責
勺)灰責
斬)黄灰 良好 密

外面体部 10条 /cmの ハケロ・体部上部
に指圧痕、内面体部ナデとヘラケズリ
ロ縁部粘土紐痕、日縁部ヨコナデ

土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

責

責
灰

灰

暗

暗

灰

朴

勺

断
や
良

や
不 密

内外面ヨコナデ ナデ 粘土紐痕

土師器
奏

第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器 掲

掲

赤

黄

橙

明

灰

朴

勺

斬 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ、内面顕部に指圧
痕 粘土紅痕

土師器
奏

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

本

内

断

暗灰黄
暗灰責
黄灰 良好 密

外面 ヨヨナデ ナデ 体部に文あリカ、
内面ヨコナデ 板ナデ、内外面に粘土紐
痕

土師器
整

第Ⅵ層

口径      14〔
器高 (残 )   4〔

外)にぶい褐
内)にぶい掲
断)灰

やや
不農

密

口縁部ヨヨナデ、外面ナデとタテ方向ノ

ケロ '卜

面煤付 着

土師器
萎

第Ⅵ層

口径 (復 )

頸部径 (復 )

器高 (残 )

■

３

６

外
内
断

浅黄橙
にぶい橙
にぶい責橙 史好 密

内外面ヨコナデ、内面断続的な沈線状の痕跡残
る.体部右下がりのケズリを行う、焼成時の黒
斑あり、日縁端部は折り返しによる内面肥厚と
思われるが断面での観察はできなかった

山陰系複合口縁部片であ
る

340
土師器

第Ⅵ層

口径 (復 )   19〔
器高 (残)   5(

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
にうび褐 良好 密

内外面 ヨヨナデ

土師器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

白

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 良好 密

内外面ヨコナデ、内面頸下部ケズリ

土師器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

褐
褐
褐

外
内
断 良好 やや粗

A外面ヨコナデ、内面体部磨滅のため不
男

343
土師器
甕

第Ⅵ層

器高 (残)   4ι 白

自

白

灰

灰

灰

外

内

断 良好 やや粗

外面ヨコナデ 'ハ ケロ、内面ヨコナデ・

ナデ、粘土継ぎ目痕あり
東海系

土師器
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

自
白

灰

灰

灰

外
内

断 良好 密

内外面ヨコナデ、外面体部ハケロ (上部
はヨコナデによリハケロ消されている)、

内面体部指押さえの痕跡残る

土師器
第Ⅵ層

口径 (復 )   14〔
器高 (残)   3(

橙ぶ
灰

に
責
黒

外
内
断 軟質 やや粗

口縁部と外面体部上部ヨコナデ、外面体
部ハケロ、内面体部調整不明、全体に磨
滅しており調整不明瞭、粘土継ぎ目痕あ
り

346
土師器
小型重

第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面 ナデ、内面 ナデ、ヘ ラケズ リ、口縁
部 ヨコナデ

347
土師器

小型九底重
第Ⅵ層

口径
器高

黄い
褐

ぶ
責
灰

に
灰
褐

外
内
断 良好 密

内外面板ナデ、国縁部ヨコナデ 外面体部に黒斑あり、
部に打ち欠きあり

体

348
土師器

鉢
第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面調整不 明 底部指押 さえ とナデ、内

面ハ ケ ロ

349
土師器
鉢

第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

橙

橙

橙

黄

黄

責

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に

外

内

断 良好 径

外面ナデ 指押さえ、内面ミガキ

350
土師器
有孔鉢

第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
暗灰 良好 やや粗

外面 タタキ、内面板 ナデ とナデ 穿子しあ り
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挿図
番号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎 土 技法の特徴 イ庸 考

器
鉢

師
孔

土
有 第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
にぶい橙 良好 やや粗

外面タタキ(消 えかけている)。 底部ナデ、
内面ナデと指押さえ

穿孔あり

器
鉢

師
付

土
台 第Ⅵ層

底径 (復)   3〔
器高 (残 )   4ι

外
内
断

傷灰
にぶい赤褐
黄灰 堅 級 密

外面タタキ 台部指押さえ、内面工具に
よるナデ 台部指ナデ

土 師器
鉢

第Ⅵ層
残

往
高

氏
器

責
責
掲

灰
灰
黒

外
内
断 良好 密

外面ナデ、内面に棒状工具による強いナ
デ、底部穿孔は上下方向からおこなって
いる、内面底部穿孔後ナデ

器
鉢

師
孔

土
有 第Ⅵ層

氏雀         3を
器高 (残)    6〔

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)にぶい責橙 良好 やや粗

'卜

面タタキ 底部ナデ、内面ナデ 下ヨ
阪ナデ

穿孔 あ り

355
器
鉢

師
付

土
台 第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

に夢式し

に夢式ψ

にぶ し

橙
橙
橙

責
責
黄 良好 やや粗

外面 タタキ (一 部ナデ消されている)。

底部未調整、内面ナデ、穿孔あり

356
土師器
有孔鉢

第Ⅵ層

底径       3〔
器高 (残)   4(

外
内
断

にぶい責橙

明褐灰
灰 良好 やや粗

外面 タタキ・底部未調整、内面 ナデ 穿孔 あ り

器
鉢

師
孔

土
有 第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
にぶい橙
灰 良好 やや粗

外面タタキ、内面板ナデ 穿子しあ り

358
土師器

皿
第Ⅵ層

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙

良好 密

日縁部 ヨコナデ、外面ナデ、内面 7条
/cmのハケロ、内外面に指圧痕あり

359
弥生土器
高杯

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

黄

黄

黄

灰

灰

灰

外

内

断 良好 密

外面口縁部ヨコナデで列点文を施す 杯部
上半ナデ 杯部下半8条 と5条の波状文施
す、内面口縁部ヨヨナデと8条の波状文施
す 杯部ヘラミガキ痕わずかに残る

土師器
高杯

第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

外 )にぶい橙

内)仄責掲

断)オ リーブ黒
やや
不良

密

外面に波状文 (27条)と竹管文施す 。粘
土紐痕あり、内面上半タテ方向ヘラミガ
キ 下半ヨコ方向ヘラミガキ、応援部ヨ
コナデ

内面煤付着

端訴
第Ⅵ層

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責
黄褐
黄灰 良好 密

内外面粗いヘラミガキ、外面口縁部ヨコ

ナデ・刻み目文あり、内面口縁部に5条
の波状文、外面杯部に8条の波状文を施
す

362 端訴
第Ⅵ層

径
高

口
器

外
内
断

にぶい赤掲
にぶい赤褐
褐灰 良好 密

外面口縁部ヨコナデ、杯部ナデとヘラミ
ガキとヘラケズリ、脚部ヘラミガキと粘
土紅痕、内面ミガキ

脚部 3方 に孔を穿ってし
る

363 瑞諦
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)にぶい責橙 良好 密

杯部内外面ヨコナデ ナデ、外面脚部ヘ

ラミガキ 粘土紐痕、内面脚部しぼり目

364 瑞諦
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

責

責
ぶ

ぶ
灰

に

に
責

外

内

断
や
良

や
不 やや粗

内外面ヘラミガキ、外面刻み目文 波状
文施す、日縁内側に波状文施す

365 端部
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
灰 不 良 密

内外面ヨヨナデ 5条 /cmの ハケロ、外
面杯部下半粘土紅痕

366 瑞部
第Ⅵ層

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責褐
にぶい責褐 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ

367 瑞部
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄橙
にぶい黄橙
にぶい責橙 農 好 密

内外面ナデ、口縁部 ヨコナデ

368 瑞訪
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

178
47

褐赤明
橙
灰

外
内
断 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ

鰐訪
第Ⅵ層

口径
器高 (残 )

外)にぶい黄掲
内)にぶい黄褐
断)にぶい責掲

良 好 密

外面ナデ・ヘ ラ ミガキ、内面ヘ ラ ミガキ、

口縁部 ヨコナデ、内外面 に粘土紐痕 あ り

端蔀
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

黄ぶ
褐
掲

に
責
責

外
内
断 良好 密

内外面ハケロ、日縁部ヨコナデ

端訪
第Ⅵ層

口径
器高 (残 )

外
内
断

浅責橙
浅責橙
にぶい責橙

やや
不良

密

外面 11条 /cmの ハケロ、内面上半ナデ
と■ 条 /cmの ハケロ・下半ヘラミガキ
所々あり、日縁部ヨコナデ

372 端部
第Ⅵ層

径
高

口
器

外
内
断

にぶい黄橙
にぶい橙 やや

不良
密

外面ナデ、内面ナデ 板ナデ、日縁部ヨ
コナデ

杯の外面から脚にかけて
煤付着

-80-



挿図
番号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

瑞蔀
第Ⅵ層

口径      114
器高      H0

外)橙
内)橙
断)にぶい褐 良好 密

内外面ナデ、国縁部ヨコナデ

374
土師器
高杯

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 ) '卜

)にぶい黄掲
勺)にぶい責褐
斬)責灰 農好 密

外面ヨコナデ ナデ 杯底部ヘラミガキ、
内面板ナデ 杯上部に指押さえ 杯部下
半ヘラミガキ 粘土紐痕あり

本面に煤付着

土師器
高杯 第Ⅵ層

器 高 (残 ) 外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰責 良好 やや粗

杯部と脚部は充填方法により接合され
る、外面脚部上半に凹線文と瓜形文施す
下半ミガキ、内面杯部ナデ 脚部上半し
ぼり痕・下半ナデとハケ後ナデ

穿孔 4ヵ 所あけられてヽ
ると思われる

端部
第Ⅵ層

器高 (残)   34 外
内
断

にぶい掲
にぶい責橙
里 良好 やや粗

外面杯部ミガキ lT部に凹線と瓜形文施
す、内面板ナデ

端訪
第Ⅵ層

底径
器高 (残 ) 黄い

褐

責

ぶ
責

灰

に
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面タテ方向ヘラミガキ ヨコナデ、内
面ナデ 脚部上半粘土組痕としばり目

4方 に円形の透しを穿つ

(外→内へ)

珊訪
第Ⅵ層

底径 (復)  上46
器高 (残)   87

外
内
断

橙
橙
にぶい橙 良好 密

外面脚部上半ヘラでナデたようなもの
下半ヘラでミガキとハケロ、内面脚部上
半ナデ 下半 8条 /cmの ハケロ、脚底部
ヨコナデ

円孔 3方に有り (外→内
へ )

端訴
第Ⅵ層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
にぶい橙

や
良

や

不 密

外面細かいハケロ ヨコと斜め方向細か
いヘラミガキ、内面ナデ

透か し、 1つ のみ残 る

瑞絲
第Ⅵ層

底径 (復 )

器高 (残 )

タト)にぶい橙
内)にぶい橙
断)灰白 良好 やや粗

外面ハケロとミガキ 端部ナデ、内面脚
部上半ナデ 下半ミガキとハケロ、内面
のハケロは全体に施されていたと思われ
るが消されている

瑞蔀
第Ⅵ層

残
径
高

底
器

責
黄

ぶ
ぶ
灰

に
に
責

外
内
断 良好 やや粗

外面タテ方向細かいヘラミガキ ナデ、
内面ナデ

円形の透かし15カ 所穿

珊蔀
第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外)明赤灰
内)灰白
断)にぶい橙 良好 密

内タト面ナデ

土師器
高杯

第Ⅵ層

口径
器高 (残 ) 橙

橙

責

橙

い

い

い

ぶ

ぶ

ぶ

に

に

に

外

内

断 良好 密

外面ナデ ヘラナデ、内面ヘラケズリ
ナデ 粘土紐痕 下部に指押さえ

鞘訪
第Ⅵ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄栓
灰責褐
灰責 良好 密

外面ヘラミガキ ナデ ヨコナデ・脚端
部刻み目施す、内面しばリロ ヘラケズ
リ ナデ 'ヨ コナデ 粘土紐痕あり

土師器
高杯

第Ⅵ層

７

５残
径
高

底
器

外)橙
内)にぶい責橙
断)灰

やや
不良

密

外面 タテ方 向板 ナデ (ハ ケ )ナ デ、 内
面 しば リロ ヨコ方向ヘ ラケズ リ、脚底
部ナデ

土師器
箋

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内

断

にぶい橙
にぶい橙
責灰 やや良 密

拡張日縁の広口壺で、日縁部外面に3条の沈
線を施す、日縁都ヨコナデ、日縁端部に亥1目
有、日縁部内面に粘土接合痕、工具を押しひ
いたような痕跡 (粘 土接合時の)み られる

土師器
器台

第Ⅵ層

確
径
候

径
部
高

口
脚
器

外)にぶい橙
受部)にぶい褐
脚部)灰白
断)灰黄掲

良好 密

外面口縁部ヨヨナデ 上半時計まわり方
向でのミガキ 下半タテミガキ・クシ状
工具痕一部残る、内面風化が著しく不明

脚部屈曲部付近に3孔を
穿つ、脚部は中実で受部
は浅い

389 瑞胎
第Ⅵ層

底径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)オ リーブ黒 良好 密

内外面ナデ、外面上部に強い指ナデ、内
面受け部板ナデ (剥離のため観察困難)

土師器
器台

第Ⅵ層

底径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
にぶい橙
灰 良好 密

外面上部ナデ (棒状工具痕あり)ミ ガキ
(端部磨減)、 内面受け部棒状工具痕 (穿孔
の後に施されている)下部指押さえとナ
デ (あ まり丁寧ではない)、 接合痕あり

土師器
器台

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

責
責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面口縁部ヨコナデ・ミガキ、内面受け
部 ミガキ 脚部未調整 (絞 り痕あ り)、

内外面ミガキは消えている所あり

穿孔 3ケ 所あり

手焙式土器 第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

黄
褐
褐

灰
責
責

外
内
断 良好 やや粗

内外面ヨコナデ
突帯部にO字 (?)

ナデ 貼 り付け突帯
刻み目あり

須恵器
第Ⅵ層

復
残

径
高

底
器

褐赤

灰
灰
暗

外
内
断 堅緻 密

整
分『期

底

調
・
めガ囃

井
・降

ナ

デ蝉けり
外
内
あ

内面に降灰

須恵器
杯蓋 第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)灰
内)灰
断)オ リーブ灰 堅緻 密

内外面ナデ ヨコナデ 外面 に灰付堵

須恵器
蓋

第Ⅵ層

口径 (復 )

最大径 (復 )

器高 (残 )

３

４

２ 赤

灰
灰
灰

外
内
断 堅級 密

内外面回転ナデ、外面上半ナデ
貼 り付け部分 ヨコナデ (若干 )、

半指押さえ後ナデ

み
土

ま

面
つ
よ関
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挿図
番号

器 種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼成 胎  土 技法の特徴 備 考

須恵器
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰

灰

灰

外

内

断 堅級 密

外面回転ナデ、内面回転ナデ ナデ

須恵器 第Ⅵ層

器高 (残)   7〔 灰暗
灰
灰

外
内
断 堅絞 密

内外面 に指押 え とナデ、頸部 ヨヨナデ

398
須恵器
甕

第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

叛

叛

叛

一

一

一

オ

オ

オ

外

内

断 堅緻 密

内外面ヨコナデ ナデ、内面頸下部に指
押さえ

須恵器
第Ⅵ層

口径 (復)   162
器高 (残)   81

外
内
断

暗灰
暗灰
暗赤灰 堅緻 密

内面はナデにより調整を擦 り消 してψ
る、内外面ヨコナデ・ナデ

鶴絲
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)にぶい褐 堅 緻 密

内外面 回転 ナデ 内面と外面の一部に降灰

須恵器
器台

第Ⅵ層

底径 (復)  26〔
器高 (残)   1(

灰

灰
灰
赤

外
内
既 堅緻 密

内外面回転ナデ フト面に降灰

鶴蔀
第Ⅵ層

国径 (復 )

器高 (残 )

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

内外面回転ナデ 内面 に降灰

鶴蔀
第Ⅵ層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰暗
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

外面回転ナデ 回転ケズリ、内面回転ナ 外面と内面下半に降灰、
自然釉

須恵器
高杯

第Ⅵ層

コイ垂        10を
得高 (残 )    5モ

褐

灰
灰
灰

外
内
断 堅緻 密

添部内外面回転ナデ 内面に灰付着、脚部 4本
透しあり

鶴訪
第Ⅵ層

氏径

器高 (残 )

白

白

灰

灰

灰

外

内

断 堅緻 密

殉外面ナデ、外面に透し状のものあり 3方に透しを穿つ (但 し、
Tしは開いていない)

須恵器
高杯

第Ⅵ層

ヨ径 (復)   10を
器高 (残)   9(

外)灰
内)暗オリーブ
灰
断)灰

堅級 密

内外面ナデ  ヨコナデ 3方に透か しを穿つ

須恵器 第Ⅵ層

器高 (残)   8′ 外

内

断

灰

灰
にぶい赤褐

堅級 密

内外面ナデ、頸部ヨコナデ、、内面底言「

に指押え
外面底部付近に鉄のよう
なもの付着、体部に穿孔
あり

饂絡
第Ⅵ層

器高 (残)   6, 外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰 良好 やや粗

外面ナデ、内面板状工具によるナデ 透孔の数は不明、形状は
台形を呈すると思われる

須恵器
器台

第Ⅵ層

底径 (復)  40ィ
器高 (残)   4`

外)灰
内)降灰のため
不明
断)灰 灰掲

堅級 密

内外面 回転 ナデ 内面 と外面の一部 に降灰

韓式系土器
小片

第Ⅵ層
厚

長

大

最

最

黄

糞

黄

莞

完

莞

外
内
断

やや
不良

密

ント面格子ロタタキ、内面ナデ

韓式系土器
小片

第Ⅵ層

２

４厚

長

大

最

最
外)に ぶい褐
内)にぶい赤掲
断)灰オリーブ 良好 密

朴面格子 ロタタキ、内面 ナデ

韓式系土器
小片

第Ⅵ層

ａ

６厚

長

大

最

最
外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)灰黄 良好 密

'卜

面格子ロタタキ、内面ナデ

須恵器
甕

第Ⅵ層

器高 (残)   6( 灰
灰
灰

外
内
断 堅 緻 密

外面方形 タタキ、内面 ナデ、 外面降灰

砥 石 第Ⅵ層

長残

幅

厚

重

109[
3E
2E

l181P

粘板岩

研磨されてかなリツルツルしている

削器 第Ⅵ層

長
幅

厚

重

６

４

４

２

サヌカイト

二上 山産

剥片 第Ⅵ層

長

幅

厚

重

５８

９５

腿

６ｇ

サヌカイト

二上 山 (?)産

砥石 第Ⅵ層

長
幅
厚

残
残
残
重

105
52
16

1130g

砂 岩

玉造用 ?

穿孔途 中か と思 われる痕
あ り
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挿図
番号

器種 出土地点 法量 (cm) 色  調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

石核 ? 第Ⅵ層

長
幅
厚
重

36
1879寅

砂岩

削 器 第 Ⅵ層

長
幅
厚
重

31
52
10

152g

サヌカイト

二上 山産

砥 石 第Ⅵ層

長
幅
厚

残
残
残
重

6(
2〔

15〔

415F

砂岩

玉造用

石鏃未製品 第Ⅵ層

長残
幅
厚
重

２４
０８５
臨

サヌカイト

二上 山

楔形石器 第Ⅵ層

長残
幅
厚
重

３７
２７
０９５
吻

サヌカイト

二上 山

423 砥 石 第Ⅵ層

長残
幅
厚
重

74
46
14

493g

粘板岩

擦痕あり

砥 石 第Ⅵ層

長
幅

残
残
厚
重

8〔

7〔

0,
711F

結晶片岩

砥面には不明瞭ながら2～ 3単位が見て
とオιる

玉造りの際の玉砥石カ

425 孵離
第Ⅶ層

(上器群R)

口径
器高

外
内
断

にぶい橙
にぶい責橙

良好 密

口縁部と底部ヨコナデ、外面板ナデ、内
面ナデ ヘラで押さえた痕 (し ぼり込み)

あり、内外面に粘土紐痕多数あり

土師器
奏

第Ⅶ層
(土器群R)

復
残

径
高

口
器

15写

10(
外)にぶい黄褐
内)にぶい責褐
断)灰黄 良好 密

外面ナデ・8条 /cmの ハケロの上からタ
タキロ、内面ナデ、口縁部ヨヨナデ、内
外面に粘土紐痕

本面に媒付着

土師器
広口壷
(口縁部)

第Ⅶ層
(土器群R)

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい責褐
灰黄褐
灰白 良好 密

外面タテ方向ヘラミガキ・口縁帝部に波
状文 (7条 P)と 円形浮文施す。、内面タ
テ方向ヘラミガキ ヨコ方向ヘラミガキ、
口縁部ヨコナデ

内面国縁部にベンガラ付
着 P

土師器
大型甕

第 Ⅷ層

(土器群 S)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)暗灰

やや
不良

密

外面板ナデ・指押さえ 粘土紐痕あり、
内面ナデ 指押さえ 粘土紅痕あり、口
縁部ヨコナデ

429
土師器 第Ⅶ層

(土器群 S)

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい黄掲
灰黄褐
にぶい黄掲 良好 やや粗

外面棒状工兵によるミガキ様の施文 突
部ヨヨナデ、内面ナデ ハケ

四国東部に特有の複合口
縁を呈する三の口縁部破
片である、内面に煤付着

430
器牡

士霊

弥 第Ⅶ層
(土器群T)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)灰賞
内)にぶい責
断)灰 良好 密

外面日縁部から頸部にかけてヨコナデ 頸部
タテ方向ヘラミガキ (ほ とんど磨耗)日縁帯
部に波状文 沈線 刻み目文 (D字型)、 内面
ナデ ヨコ方向ヘラミガキ (ほ とんど磨耗)

土師器 第Ⅶ層
(土器群T)

口径 (復 )

器高 (残 ) 里
【里
ヽ

ブ

ブ
一　
一

橙

オ

オ

外

内

断 不 良 宿

内外面 ヨヨナデ ナデ、外面頸部 9条
/cmのハケロ、内面に粘土紐痕

土師器
甕

第 Ⅶ層

(上器辞 T)

口径 (復 )

器高 (残 )

拗

５
外
内
断

にぶい橙
にぶい責橙
明褐灰 良好 密

口縁端部はつまみあげておさめている、
内外面ヨコナデ

複合口縁を呈する甕の口
縁部破片である、外面口
縁部一部赤変

弥生土器 第Ⅶ層
(土器群T)

口径 (復 )

器高 (残 )

白仄

灰

灰

外

内

断 良好 窪

内外面 ヨコナデ  ナデ 二重 口縁

器
壺

師
型

土
小

第Ⅶ層
(土器群T)

残
径
高

底
器

外
内
断

仄責掲
にぶい責橙
灰 良好 密

頸部内外面ヨコナデ、体部内外面ヘラミ
ガキ、外面頸部から体部上半にヘラ描き
沈線文と波状文

体部上半から中半にかけ
て黒斑あり

土師器
ミニチュア三

第Ⅶ層
(土器群T)

復径
高

口
器

外
内
断

にぶし

にぶし

にぶ�

橙
橙
橙

黄
黄
黄 良好 密

外面 ナデ、内面板 ナデ、日縁部 ヨコナデ 外面胴部に黒斑あり、体
部側面に穿孔引き打ち欠
きあり

436
土 師器 第Ⅶ層

(上器群T)

主径 (復 )

器高 (残 )

橙
橙

責
黄
灰

外
内
断 良好 密

内外面ミガキとハケロ、口縁部ヨコナデ、
外面に粘土紐痕、内面顎下部指押さえ

437
弥生土器

甕 雑期
口径 (復 )

器高
外
内
断

にぶい責褐
灰責褐
灰黄褐 良好 密

口縁部ヨコナデ、外面粗いハケロ 底封
ナデ、内面板ナデ

胴部上半から中半部にか
けて煤付着

438
土師器
甕

第Ⅶ層
(土器群 T)

復径
高

口
器

外
内
断

にぶ し

にぶ し

にぶ �

褐
褐
褐

責
責
責 良好 径

内外面ハケロ、口縁部ヨヨナデ 体部外面に媒付着

土師器
葵

第Ⅶ層
(土器群T)

口径
器高 (残 )

外)にぶい責橙
内)にぶい黄橙
断)にぶい責橙 良好 密

外面 ナデ  タタキ 粘土紐 反 あ り、内面
ナデ 板 ナデ、口縁部 ヨコナデ

外面胴部に煤付着 ベン
ガラ ?
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440
器
壷

師
型

土
小

第Ⅶ層
(土器群T)

残
径
高

底
器

外
内
断

1こ ぶ し

にぶ ▼

にぶ ▼

橙
橙
橙

黄
黄
黄 良好 密

'卜

面タタキ、内面板ナデ、粘土ひも痕

土師器
鉢

第Ⅶ層
(土器群T)

復
残

径
高
高

日
器
器

外
内
断

灰責褐
にぶい黄
黄灰 良好 粗

'卜

面粗いハケロ、内面板ナデ、日縁部ヨ
ヨナデ

口縁部から胴部上半部に
かけて煤付着

442
土師器

椀
第Ⅶ層

(上 器群 T)

径

高
口
器

103
49

外)橙
内)橙
断)橙 良好 密

内外面ナデ、口縁部ヨコナデ、底部ヘラ
ケズリ

底部に穿孔あり

443
土師器
器台

第Ⅶ層
(上器群T)

器高 (残 ) 橙赤
橙
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面剥離しており調整不明 タガがはずれた跡
透し孔 透し孔のない所にヘラ描きによる5条 の
方形刻線 斜め方向のハケ (1次調整)、 内面ナデ
ハケロ 指押さえ痕残る、粘土継ざ目痕あり

弥生土器
壺

第Ⅶ層
(上器群 V)

口径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙
灰責掲
灰責褐 良好 密

外面口縁部にヘラ描き沈線と円型浮文施
す、内外面ミガキ、日縁部ヨヨナデ

土師器
奏

第Ⅶ層
(上器群U)

復
残

径
高

底
器

黄灰暗
灰
灰

外
内
断 史好 密

外面タタキロ、内面ナデ、底部ヨコナデ、
内面しぼり痕あり

内面全体 に煤付着

446
土師器
奏

第Ⅶ層
(上器群U)

口径 (復 )

器高 (残 )

外)暗灰黄
内)責褐
断)にぶい責 史好 密

外面ナデ タタキ、内面ナデ 丁寧な板
ナデ、日縁部ヨコナデ

弥生土器
第Ⅶ層

器高 (残)   52 外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰白 良好 やや粗 弾内面ナデ．

は
勝

き

を
構
文
す

シ
線
残

ク
直
痕

と
る
え

文
よ
さ

管
に
押

竹
き
指

半
描
に

面
シ
部

外
ク
上

448
弥生土器

第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

掲赤いぶ
灰

に
暗
灰

外
内
断

やや
軟質

やや粗

口縁部外面と内面ヨコナデ (内 面は磨減
している)、 外面口縁部に波状文施す (8

条 /単位)、 外面頸部 ミガキ (消 えかけ
ている)

449
弥生土器

第Ⅶ層

径
高

口
器

黄
黄

灰
灰
灰

暗
暗
責

外
内
断 貞好 密

外面 ナデ 板 ナデ ヘ ラ ミガキ、内面ナデ

粘土組痕 あ り、国縁部 ヨコナデ

450
土 師器
ミこれア三

第Ⅶ層

器高 (残 ) 橙昔
（

いぶ
　
灰

に
里
磋
中

外
内
断 良好 密

外面粗いハケミガキ、内面ヨコナデ 板
ナデ

内面全体に煤付着

土師器
第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

責
責
灰

灰
灰
責

外
内
断 良好 密

内外面 ヨコナデ ナデ、外面頸部ハ ケ ロ

土 師器
第Ⅶ層

残
径
高

国
器

外)にぶい責橙
内)にぶい責橙
断)灰責 良好 やや粗

内外面ヨコナデ ナデ

土師器
第Ⅶ層

復
残

径
高

国
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰 良好 密

外面ナデ 内面ナデハケ、日縁部ヨコナ
デ

器牡
・堕

弥
第Ⅶ層

口径 (復)   242
器高 (残)   2E

外
内
断

にぶい責橙
黄褐
オリーブ黒 良好 密

内外面ヨコナデ ナデ、外面に稜線 粘
土紐痕あり外面口縁部にヘラ描き沈線 (4

条)と 円形浮文を施す

455
土師器

第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責褐
黄褐
黄灰

や
良

や

不 密

内外面ヨコナデ・ヘラミガキ、外面国縁
帯部波状文と円形浮文施す、内面粘土組
痕

456
土師器

甕
第Ⅶ層

口径 (復)   135
器高 (残)   22

責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

内外面ヨコナデ、内面頸部ケズリ 外面に煤付着

457
土師器

甕
第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰 良好 やや粗

内外面口縁部ヨコナデ (内 面磨滅してい
る所あり)、 外面体部ハケエ具による施
文とハケロ、内面台部指押さえとナデ、
粘土継ぎ目痕あり

S字口縁近江 ・東海系

弥生土器
第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい責
にぶい責橙
灰 良好 密

外面ナデ わずかにヘラミガキ痕残る
口縁部に刻み文と波状文 (4本 )施す、
内面ヘラミガキ ナデ、口縁端部ヨヨナ
デ

二重回縁

土師器
甕

第Ⅶ層

復

残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
にぶい責橙
灰 良好 密

外面ヨコナデ・ナデ ロ縁部に波状文 (7

条力)あ り、内面ヨコ方向ヘラミガキ・

板ナデ (少量の石がとんでいる)

土師器
棠Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

外
内
旺

灰黄掲
にぶい責橙
灰

やや
不良

密

内外面ヨヨナデ、内面に粘土紐痕あり

土師器
小型九底三 第Ⅶ層

径
高

口
器

黄

黄

灰

灰

外
内

断 良好 密

口縁部ヨヨナデ、外面ナデ・ヘラケズリ、
内面ナデ 指押え 粘土紅痕あり

体都 中半部 に黒斑あ り
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462
土師器

小型丸底壺
第Ⅶ層

‖ll司∫往
器高 (残 )

灰
灰
灰

掲
掲
褐

外
内
断 良好 密

外面ナデ、内面板ナデ、粘土紐痕あり 内外面とも全体に黒斑あ
り

土師器
ミニチュアヨも

第Ⅶ層

径
高

口
器

外
内
断

にぶい責橙
灰責褐
にぶい黄橙

やや
不良

やや粗

外面ナデ、内面ハケロ、日縁部ヨコナデ 底面に本の葉文、粗雑な
つくり

土 RT器
ミユチュア重

第Ⅶ層

底径      2〔
器高 (残)   8;

外
内
断

黄掲
暗灰責
黄褐

やや
不良

粗

内外面ナデ、外面指押さえ、内面粘土組
痕

形が非常に歪む

土師器
甕

第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

外
内
断

にぶい黄褐
にぶい責褐
にぶい責褐 良好 密

外面タタキと8条 /cmの ハケロ、内面ナ
デ 頚部ヘラケズリと指押さえと粘土組
痕

土師器
小型甕

第Ⅶ層

復
復

径
高

口
器

14;

12ウ

黄

黄

黄

灰

灰

灰

外
内

断
やや
不良 粗

外面タタキロ (ほ とんど磨耗 )、 内面板
ナデ、顕部に指押えあり、日縁部ヨヨナ

土師器
甕

第Ⅶ層

径
高

口
器

外)灰責
内)にぶい黄
断)灰 良好 密

口縁 部 ヨコナデ、内外面ヘ ラ ミガキ、広

面ナデ・粘土紐紺

土 師器
第Ⅶ層

口径 (復)   12(
器高 (残)   5(

橙い
灰

ぶ
褐
白

に
明
灰

外
内
断 良好 密

外面ヨヨナデ ナデ、内面ヨコナデ ナデ・
ケズリ

土師器
第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

暗灰黄
暗灰黄
暗灰黄 良好 やや粗

内外面ヨコナデ・ナデ・粘土紐痕、内面
頸部指押さえ

土師器
甕

第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい黄橙
内)にぶい黄橙
断)灰 良好 密

内外面 ヨコナデ ナデ

土師器
甕

第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

白

黄

灰

灰

灰

外

内

断 良好 密

外面ナデ、内面ヘラケズリ、日縁部ヨコ
ナデ

472
土師器

小型九底重
第Ⅶ層

径
高

口
器

8;
9〔

外
内
断

にぶい責橙
灰黄

良好 密

内外面ナデ、体部から底部板ナデ、口縁
部ヨヨナデ

473
｝霊

器
底

師
九

土
型小 第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)に ぶい橙
内)橙
断)灰白 良好 やや粗

外面体部ハケロ、内面体部ケズリ 体言F

上部指押さえ痕、口縁部ヨコナデ

土師器
小型九底壺 第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい橙
にぶい橙
橙 良好 密

タト面板ナデ、内面ナデ、口縁部ヨコナデ

475
器
壺

師
型

土
小 第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
断

にぶい責橙

灰責

灰
良好 やや粗

口縁部ヨコナデ、外面磨減のため調整不
明、内面ナデ

476
器
壷

師

ｏｒ

土
箋 第Ⅶ層

氏4差

器高 (残 )

９

２

外
内
断

にぶヤ

にぶし

にぶし

橙
橙
橙

責
責
責 良好 密

外面ナデ、内面板ナデ

端訴
第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

責
責
灰

灰
灰
責

外
内
断 良好 密

外面杯部下半タタキの痕が少し見える・
脚部ナデ、内面杯部下半ヘラミガキ 脚
部粘土紐痕、脚底部ヨコナデ

器
鉢

師
付

土
台 第Ⅶ層

氏径

器高 (残 )

橙責
白
灰

浅
灰
褐

外
内
断 良好 やや粗

外面ミガキ、内面板ナデ、台部内外面ナ
デ、粘土継ぎ目痕あり

土師器
甕

第Ⅶ層

くびれ部径
器高 (残 )

白
責
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 密

外面ハケ ロ、内面 ナデ 粘土紐痕 東海系 S字口縁

土師器
壺or斐 第Ⅶ層

氏径

器高 (残 )

黄い
責

ぶ
灰

灰

に
暗

責

外
内

断 良好 密

内外面ナデ、外面底部に文あり (内 外面
体部にも文あリカ)粘 土紐痕ありヵ

土師器
ミニチュア台付鉢

第Ⅶ層

復
残

径
高

底
器

外
内
断

にぶい橙
にぶい掲
黄灰 良好 やや粗

内外面ナデ、外面台部指押 さえ

土師器
有孔鉢

第Ⅶ層

氏径

器高 (残 )

外)灰黄
内)黄灰
断)灰責 良好 やや粗

外面ナデ、内面板ナデ (波射状)

器
鉢

師

孔
土
有 第Ⅶ層

底径
器高 (残 )

橙

橙
い

い

橙

ぶ

ぶ

黄

に
に
浅

外
内
断 良 好 やや粗

外面ナデ カ (調 整不 明瞭 )、 内面指押 さえ

板 ナデ
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号

挿
番 器種 出土地点 法量 (cm) 色 調 焼 成 胎  土 技法の特徴 備 考

484
器
鉢

師
孔

土
有 第Ⅶ層

底径
器高 (残 )

外
内
断

にぶい栓
にぶい橙
にぶい黄橙 良好 やや粗

外面ナデ 底部未調整、内面板ナデ (放

射状)

穿孔あり

器
鉢

師

孔
土
有 第Ⅶ層

式径
器高 (残 )

責
黄

灰
灰
仄

外
内
断 良好 やや粗

外面ナデ (一 部調整不明瞭)、 内面棒状
工具痕あり

穿孔 あ り

端訪
第Ⅶ層

径
高

口
器

責
責
責

灰
浅
灰

外
内
断 良好 密

内外面 ナデ、口縁部 ヨヨナデ

珊蔀
第Ⅶ層

口径 (復)   177
器高 (残)   41

橙い
褐

ぶ
責

に
灰

灰

外

内

旺 良好 密

内外面ナデ、回縁部ヨヨナデ

488 端部
第Ⅶ層

器高 (残 )   91 褐
褐

黄
責

灰
灰
灰

外
内
断 良好 やや粗

外面ミガキ 脚上部にクシによる横線文、
内面杯部ミガキ 脚部上半しぼり痕 下
半ナデ、内面のミガキは消えかけている

穿孔は6ケ 所あり

土師器
高杯

第Ⅶ層

器高 (残)   7[
'卜

)にぶい黄
勺)にぶい黄
斬)灰黄 良好 やや粗

外面杯部ハケロ 脚部ミガキでクンによ
る横線施す、内面杯部ミガキ 脚部ナデ

饂訪
第Ⅶ層

底径 (復 )

器高 (残 )

本)にぶい黄褐
対)暗灰責
断)責灰 良好 密

外面ヘラミガキ ナデ、内面 しばり目
ナデ、脚底部ヨコナデ

円孔の数は不明だが 5ケ
と思われる

上師器
高杯

第Ⅶ層

底径 (復 )

器高 (残 )

褐

黄

黄

黄

灰

灰

灰

暗

暗

本

勺

斬 良好 やや粗

外面ヘラナデ、内面ナデ 脚部上半しば
り目

〕方に透しを穿つ (外→

角へ
)

492 端部
第Ⅶ層

底径 (復 )

器高 (残 )

/1‐ )にぶい責
有)にぶい黄
断)灰 良好 密

外面ヘラミガキ、内面しぼり目・ナデ
粘土紐痕あり、脚底部ヨコナデ

方に円孔が穿っている

土師器
蓋

第Ⅶ層

器高 (残)   8〔 本

洵

断

にぶい責褐
灰責掲
灰責褐

良好
(火 を受
けてい
る)

密

外面頂部ナデ 板ナデ (板 を押 しあてた
痕残る)、 内面しぼり痕 ハケロ

火を受けたのか内外面に
煤付着

土師器
高杯

第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

責
責

責

灰
浅

灰

外
内

断 良好 密

内外面 ナデ ハ ケ ロ ヨコナデ 4方に円形の透か しを穿
つ (外→内 )

土師器
器台

第Ⅶ層

底径 (復)   9ラ
器高 (残)   5写

外)にぶい褐
内)にぶい橙
断)責灰 良好 やや粗

外面 ミガキ (ほ とんど消えている)、 内
面磨減のため調整不明

穿孔の数は不明、穿孔あ
り

手焙式上器 第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外)にぶい褐
内)灰褐
断)に ぶい褐

や
良

や
不

やや粗

内外面ナデ 粘土紐痕、外面口縁部ヨコ

ナデ 体部に板ナデ部分あり 貼 り付け
突帯 突帯部に刻み目文施す

土師器
竃

第Ⅶ層

底径 (復)  232
器高 (残)   74

褐
灰
掲

灰
褐
灰

外
内
断 良好 密

外面タタキ後ナデ (ナ デによリタタキは
消されている)、 内面ナデ

韓式系土器
小片

第Ⅶ層

最長
最大厚

外)に ぶい橙
内)にぶい黄橙
断)にぶい黄 良好 密

外面格子 ロタタキ、内面 ナデ

499 須恵器
甕

第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

外
内
不
断

1灰
1降灰 のため

月
1灰

堅緻 密

内タト面回転ナデ、外面ハケロ (ナ デによ
りほとんど消えている)

口縁から内面に降灰、外
面にも薄く降灰,壺の可
能性あり

須恵器
蓋 第Ⅶ層

復
残

径
高

口
器

外
内

断

灰赤
灰
灰 堅緻 密

内外面回転ナデ、外面上半に列点文を凝
す

内面のみ降灰

鶴訪
第Ⅶ層

口径 (復 )

器高 (残 )

灰

灰
灰
褐

外
内
断 堅緻 密

外面回転ナデ、内面底部ナデ その他C
部分調整不明

内面に自然釉 (降灰)

凹石 ? 第Ⅶ層

７

４

１

１

長虎

一唱
享

重

片岩

篠痕 あ り

504 削器 第Ⅶ層

長
幅

厚

重

＆

５

０

６

サヌカイト

二上 山産 ヵ
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1 第1遺構面西半部 (南東よ
'サ

)

2 第1遺構面東半部 (北西より)
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1.自然流路断面 (南 より)

2.自然木 (根株 ?)出土状況 (北東より)
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1.第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況①
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2.第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況②
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1.第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況③

2.第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況④
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1 第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況⑤

●予

2 第Ⅵ層 (北半部)遺物出土状況⑥
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1.第Ⅵ層 (南半部)遺物出土状況

同上 (部分接写)
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1.同上 (部分接写)②

2.同上 (部分接写)③
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同上 (部分接写)

同上 (部分接写)⑤
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1.第Ⅵ層遺物出土状況①

2.第Ⅵ層遺物出土状況②
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1 第2遺構面南半部 (北 より)
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2.第2遺構面北半部 (南東よ
'り

)
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2. SK-217(東 より)
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1.落込みA(北東より)

」ヽ
一

2.落込みA遺物出土状況 (土器 )
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1.同上 (部分接写)①

同上 (部分接写)②
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1.同上 (部分接写)③

2.落込みA遺物出土状況 (礫 )
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1,落込みB(南西より)

2.落込みB内土器①出土状況
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1.落込みB内土器②出土状況
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2.落込みB内土器③出土状況
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鉄 塔 No.22]

建  替  え

ふ  り が な

所収遺跡名 在垂  房J 主な時期 主な遺構 主な遺物 特記事項

韓勘
わ
Ｉ
Ｉ

が
Ｉ
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陶磁器、石臼
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